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事 業 報 告 概 要 

 

 

地域共生社会の実現に向け、総合相談から社会参加、地域づくり支援までを一体的に展開す

る重層的支援体制整備事業が箕面市でもスタートしました。社協では、推進体制の強化を図る

ため、困窮者支援を担う生活相談窓口と地域づくり支援を行う顔の見える総合相談支援事業

（ささえあいステーション）の職員のペアによるエリアチーム制に取り組みました。 

 また、激変する社会情勢に対応できる組織づくりを目指し、人材、組織運営、財務の経営課

題への取り組みをまとめた中期経営計画を策定しました。 

 

【重点目標と取り組み】 

（１）地域福祉活動計画の着実な推進 

自治会同士、自治会と地域団体や専門職等との関係づくりの取り組みとして、より身近な

エリアでの小地域ささえあい会議に取り組みました。また、改めて自治会の意義を考える機

会として自治会や地域コミュニティをテーマとした地域共生社会シンポジウムを開催しまし

た。 

重層的な支援体制づくりについては、生活相談窓口とささえあいステーションの職員によ

るペアによる支援体制を強化し、特例貸付借受人の滞納者等へのフォローアップとしての訪

問活動や、ひきこもりなどの社会的孤立状態にある人への社会参加支援として就労体験や農

園活動につなげる取り組みを行いました。 

 

（２）組織基盤の強化 

中期経営計画の策定を通じ、経営課題を整理し取り組みの方向性を確認しました。そのな

かでも大きな課題となった激化する人材確保競争への対策として、初任給増やベースアッ

プ、無資格者への資格助成を行いました。 

内部管理体制の整備として、他部署の職員による内部監査を継続するとともに、業務効率

化に向けた取り組みについて検討しました。 

 

（３）介護保険事業等の安定経営 

体制整備については、一定の人員確保は行えましたが、ヘルパーやデイサービス事業にお

いて利用終了者が新規利用者を上回る状況が続き、利用回数が大幅に減少しました。 

介護老人保健施設では、クラスターが発生するなどコロナの影響は一定受けましたが、経

営への影響は最小限にとどめ、入所については利用目標をほぼ達成することができました。

また、今後更なる介護人材の不足が想定されるなか、外国人人材の採用に取り組みました。 
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１．中期経営計画策定に向けた取り組み 

社協の使命や基本方針を明確にし、その実現に向けた組織体制、事業展開、財務等に関

する具体的な取り組みをまとめた中期経営計画を策定した。 

 

（１）学習会、ワークショップ  開催状況：３回（対象:全職員） 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 5.23 社協経営計画の歩み 講堂 25 

5.30 

大阪府社協主催 

「社協基本要項2025」勉強会（オンライン開催） 

講師：全社協 副部長 水谷詩帆氏 

   堺市社協 事務局次長 所正文氏 

会議室 30 

6.27 

理念再検討ワークショップ 

・社協が果たすべき役割及び強化すべき機能 

・社協職員に必要なこと、大切にすべき視点 

会議室 23 

 

（２）検討会議  開催状況：６回（メンバー：主査級以上の職員 １４名） 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 7.17 
・社協の理念、求められる役割について 

・組織課題について 
会議室 9 

8.14 ・経営課題について 会議室 10 

9.18 ・人材確保、定着、育成の取り組みについて 会議室 13 

10.16 ・組織、事業、財務の取り組みについて 会議室 12 

11.20 
・課題及び取り組み概要について 

・人材確保、定着に向けた待遇改善 
会議室 9 

12.18 ・中期経営計画の概要について 会議室 10 

  ※検討結果を理事会、評議員会へ提案 

 

２．理事会、評議員会、福祉サービス苦情解決委員会 

（１）理事会（定数：第２５期後期１５名） 開催状況：６回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 5.29 規程の一部改正に関する件 
書面 

審議 

理事15 

監事 2 

6. 4 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

令和5年度事業報告に関する件 

会議

室 

理事14 

監事 2 

１ 法人運営事業サービス区分 

３ 団体事務事業サービス区分 
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令和5年度決算に関する件 

第25期評議員解任及び選任候補者の推薦並びに評議員選任・

解任委員会の開催に関する件 

令和6年度収入支出補正予算（第1号）に関する件 

規程の一部改正に関する件 

令和6年度定時評議員会の開催に関する件 

9. 5 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

先駆的事業等活用基金規程の制定に関する件 

規程の一部改正に関する件 

評議員会の開催に関する件 

経営課題について 

会議

室 

理事14 

監事 1 

11.28 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

令和6年度中間期における事業及び会計決算に関する件 

令和6年度収入支出補正予算（第2号）に関する件 

規程の一部改正に関する件 

職員の待遇改善に関する件 

会議

室 

理事11 

監事 2 

7. 1.23 

保有債券の満期に伴う運用方針に関する件 

福祉サービス苦情解決委員（第三者委員）選任について同意

を求める件 

令和6年度第3回評議員会の開催に関する件 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

中期経営計画の概要に関する件 

中期経営計画チャレンジ基金の設置に関する件 

令和7年度事業計画（案）に関する件 

会議

室 

理事12 

監事 2 

3.13 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

中期経営計画の策定に関する件 

中期経営計画チャレンジ基金規程の制定に関する件 

令和6年度 収入支出補正予算（第3号）に関する件 

彩都の丘学園地区福祉会の設置に伴う規程の改正に関する件 

職員の待遇改善に伴う規程の改正に関する件 

育児・介護休業法改正に伴う規程の改正に関する件 

令和7年度 事業計画及び予算（案）に関する件 

役員等賠償責任保険契約に関する件 

会議

室 

理事14 

監事 1 
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（２）理事監事意見交換会 開催状況：１回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 2.27 社協について語り合う「社協哲学カフェ」 会議室 
理事 11 

監事 2 

 

（３）評議員会（定数：第２５期３２名） 開催状況：３回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 6.28 

令和5年度事業報告に関する件   

令和5年度決算に関する件 

令和6年度収入支出補正予算（第1号）に関する件 

規程の一部改正に関する件         

講堂 23（1） 

12.24 

令和6年度中間期における事業及び会計決算に関する件  

中期経営計画における経営課題について 

令和6年度収入支出補正予算（第2号）に関する件 

講堂 26（2） 

7. 3.21 

中期経営計画の策定に関する件  

職員の待遇改善に伴う規程の改正に関する件 

令和6年度収入支出補正予算（第3号）に関する件 

令和7年度事業計画及び予算（案）に関する件 

講堂 24（1） 

（ ）はオンライン出席者の内数 

（４）福祉サービス苦情解決委員会（委員：５名）開催状況：２回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 8.23 

令和 6度福祉サービスに関する苦情解決事業体制について 

前回の苦情受付報告及び報告内容のその後について 

箕面市社協における福祉サービス苦情受付状況及び対応に

ついて（令和 6年 1月 1日～6月 30日） 

・苦情件数 3件 

（ホームヘルプ事業 1件、介護老人保健施設事業 2件） 

講堂 4 

7. 2.28 

令和 6度福祉サービスに関する苦情解決事業体制について 

前回の苦情受付報告及び報告内容のその後について 

箕面市社協における福祉サービス苦情受付状況及び対応に

ついて（令和 6年 7月 1日～12月 31日） 

・苦情件数 3件 

（日常生活自立支援事業 1件、ホームヘルプ事業 1件、 

 介護老人保健施設事業 1件） 

講堂 5 
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（５）その他の会議開催状況 

会議の名称 開催日 

正副会長会 
4/9  5/14  6/11  7/9  8/27  10/8  11/12  12/10 

 1/14  2/18  3/4 （全 11回） 

監事監査 5/27 

評議員選任・解任委員会 6/19 

 

３．活動協力金・会員募集活動 

（１）活動協力金 

 社協の安定した組織基盤の確立と効率的運営を推進し、地域福祉の増進を図るため、活

動協力金の取り組みを行った。 

  令和６年度は、戸別案内を見送った自治会が複数あり、約１割減少した。（前年度比 

1,524名減、967,000円減） 

 ①集計 

種別 
令和6年度 令和5年度 

(人) (口) (円) (人) (口) (円) 

活動協力金 9,383 13,884 6,942,000 10,883 16,218 8,109,000 

特別活動協力金 456 647 3,235,000 480 607 3,035,000 

合 計 9,839  10,177,000 11,363  11,144,000 

  ※集計は③の市外在住者を含む 

 

②地区福祉会別集計 

地区 
活動協力金 特別活動協力金 合計 

(人) (口) (人) (口) (円) 

豊川北小地区福祉会 
512 

(6) 

1,041 

(353) 

59 

(4) 

79 

(5) 
915,500 

東 小 地 区 福 祉 会 
132 

(3) 

276 

(104) 

39 

(5) 

81 

(29) 
543,000 

豊川南小地区福祉会 
143 

(12) 

430 

(233) 

57 

(10) 

79 

(25) 
610,000 

萱野東小地区福祉会 
558 

(5) 

863 

(83) 

46 

(6) 

57 

(12) 
716,500 

萱野北小地区福祉会 593  655  8  9  372,500  

萱野小地区福祉会 
427 

(10) 

969 

(407) 

31 

(6) 

40 

(17) 
684,500 

北 小 地 区 福 祉 会 782  1,213  18  24  726,500  
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中 小 地 区 福 祉 会 
1,105 

(3) 

1,332 

(44) 

43 

(2) 

53 

(5) 
931,000 

箕面小地区福祉会 1,128  1,830  34  37  1,100,000  

西 小 地 区 福 祉 会 
1,863 

(1) 

2,180 

(40) 
34 37 1,100,000 

南 小 地 区 福 祉 会 
637 

(8) 

1,208 

(158) 

41 

 (3) 

71 

(4) 
959,000 

西南小地区福祉会 
1,359 

(2)  

1,613 

(20) 
30 37 991,500 

とどろみの森学園 

地区福祉会 
141  264  15  21  237,000  

合計 
9,380 

(50)  

13,874 

(1,442) 

455 

(36)  

645 

(97)  
10,162,000 

   ※（ ）内は内数：自治会として協力金をいただいた人数、口数及び金額。 

  ※協力金を自治会としていただいた場合、「１自治会」を「１人」として集計している。 

 

 ③市外在住のふれあいホームサービス利用者及び市外の団体からの活動協力金納入集計 

令和6年度 令和5年度 

活動協力金 特別活動協力金 合計 活動協力金 特別活動協力金 合計 

(人) (口) (人) (口) (円) (人) (口) (人) (口) (円) 

3 10 1 2 15,000 2 4 - - 2,000 

 

（２）組織構成会員 

  福祉関係団体だけでなく、広く他の団体に対して、社協の運営、事業に参加してもらえ

るよう、組織構成会員としての参加を求めた。 ※１口 1,000円 

令和 6年度 令和 5年度 

(団体) (口) 会費合計(円) (団体) (口) 会費合計(円) 

68 231 231,000円 69 228 228,000 
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４．自主財源確保の取り組み 

遺贈寄附として、多額の現金及び土地の寄附があり、現金については中期経営計画に掲げ

る組織基盤の強化及び今日的な地域福祉課題への取り組みを行うために創設した「中期経営

計画チャレンジ基金」に積立を行った。 

 

（１）寄附                        ※善意銀行への寄附を除く 

種別 
令和 6年度 令和 5年度 前年比 

(件) (円) (件) (円) (件) (円) 

現金 14 1,214,426 18 995,742 △4 218,684 

物品 30 - 39 - △9 - 

合計 44  57  △13  

 

（２）遺贈寄附 

種別 
令和 6年度 令和 5年度 前年比 

(件) (円) (件) (円) (件) (円) 

現金 1 86,583,268 - - 1 86,583,268 

土地 1 483,784 - - 1 483,784 

合計 2 87,067,052 - - 2 87,067,052 

 ※土地は固定資産税評価額で計上 

 

（３）基金運営 

①基金等残高及び運用状況 

基金等種別 
年度末残高 

(円) 

令和 6年度 

運用利息(円) 

令和 5年度 

運用利息(円) 

増減

(円) 

市民福祉基金 429,450,098 6,502,982 6,502,982 0 

地域福祉活動推進基金 200,000,000 2,907,018        2,907,018        0 

中期経営計画 

チャレンジ基金 
86,000,000 - - - 

合計 715,450,098 9,410,000 9,410,000 - 

 

 ②運用先種別 

種別 金額(円) 比率(％) 

定期預金（現金） 115,510,098  16.1 

債券 599,940,000 83.9 

合計 715,450,098 100.0 
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５．関係団体との連携・支援 

（１）社会福祉団体への助成 

   箕面市内の社会福祉活動を実施する当事者団体(７団体)及び公益活動団体(７団体)に対

し活動補助金を交付した。  

種別 団体名 補助金額（円） 

当
事
者
団
体 

箕面市母子寡婦福祉会 102,000 

箕面市戦没者遺族会   196,000 

箕面市身体障害者福祉会 88,000 

箕面市肢体不自由児（者）父母の会 32,000 

箕面手をつなぐ親の会 53,000 

箕面市老人クラブ連合会 500,000 

箕面断酒会 辞退 

びわの会（箕面認知症家族会） 55,000 

公
益
活
動
団
体 

箕面市赤十字奉仕団   241,000 

箕面地区保護司会 115,000 

箕面市更生保護女性会  205,000 

箕面市更生保護協会   57,000 

箕面市献血推進協議会  79,000 

箕面早起き歩こう会   49,000 

箕面市青少年指導員連絡協議会 21,000 

合計 1,793,000 

令和 5年度実績 1,816,250 

 

（２）障害者社会参加促進事業 

  障害者の社会参加を促進するため、障害者団体の行事に対して、活動費の助成を行った。 

〈野外活動訓練〉箕面市身体障害者福祉会 

年月日 行先 主な内容 参加者 

6. 9. 8 

    9 

浜坂温泉 

（兵庫県美方郡）、 

出石町、豊岡ほか 

会員相互の交流と外出機会

の少ない身体障害者の余暇

活動を目的とした宿泊旅行 

28 

当事者    21 

家 族    4 

ボランティア 3 

〈日帰りバスツアー〉箕面市肢体不自由児者父母の会 

年月日 行先 主な内容 参加者 

6.10.19 

淡路島ワールド 

パーク 

ＯＮＯＫＯＲＯ 

（兵庫県淡路市） 

外出がしづらい重度障害児

者と家族によるバスツアー 

 45  当事者     11 

    家 族     11 

   ボランティア 14 

   ガイドヘルパー9 
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（３）社会福祉団体事務 

  市内１４の社会福祉団体からの依頼により事務補助を行った。 

社会福祉団体名 

箕面市肢体不自由児（者）父母の会 日本赤十字社箕面地区 

箕面地区保護司会 箕面市戦没者遺族会 

箕面市身体障害者福祉会 箕面市献血推進協議会 

箕面市母子寡婦福祉会 箕面市老人クラブ連合会 

箕面市赤十字奉仕団 箕面市更生保護協会 

箕面手をつなぐ親の会 箕面市民生委員児童委員協議会 

箕面市更生保護女性会 箕面地区協力雇用主会 

 

（４）共同募金会 

実績は前年を若干下回ったが、福祉事業所と協力し寄付つき商品の販売を継続して行っ

た。（事務局：社協） 

①赤い羽根共同募金実績 3,233,652円（前年度実績：3,395,667円、比率 95％） 

内訳 戸別 学校 職域 街頭 法人･団体 募金箱 その他 

協力 

件数 

126 

自治会 

33 

幼保小中 
6社 2か所 19社 6か所  

実績額 

(円) 
2,296,999 280,611 206,108 201,614 229,645 17,442 1,233 

  ※バッジ募金 337個 168,500円及び府募金会に直接入金された分は上記の数値に含む 

 

 ②歳末たすけあい募金実績 2,168,535円（前年度実績：2,397,178円、比率 90％） 

年度 当年度実績額(円) 前年度繰越額(円) 合計額(円) 

令和 6 年度 2,168,535 437,892 2,606,427 

令和 5 年度 2,397,178 819,714 3,216,892 

前年比 △228,643 106,512 △610,465 

 

内訳 戸別 職域 街頭（募金箱） 法人・団体 

協力件数 115自治会 2社 0か所 1団体 

実績額(円) 2,102,127 35,008 0 31,400 

 

配分内容 配分金 (円) 

・生活保護世帯に準ずる世帯     54世帯 

・単親家庭高校入学準備世帯     61世帯 

・運営費 

 752,000 

 992,000 

35,000 

合計   1,779,000 

  ※募金合計と配分金との差 827,427円は、次年度へ繰り越し 
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（５）イベント用機材貸出事業 

地域福祉活動の活性化や関係諸団体との接点のひとつとして、各種イベント用品を地区

福祉会や地域活動を行う団体、社会福祉施設等へ貸出した。 

団体名 団体数 件数  器（機）材名 件数 

地区福祉会 - -  音響機器 2件 

その他団体 2団体 2件  テント 0件 

合 計 2団体 2件  合 計 2件 

（前年度実績：3団体 5件） ※音響機器については、地区敬老会での利用を除いた実績 

 

（６）広報支援事業 

地域福祉活動における広報支援として、大型プリンターによりＡ０、Ａ１、Ａ２のポス

ター及び横断幕を作成した。 

 <種類別実績>                   <団体利用実績> 

種別 令和 6年度 令和 5年度  団体 令和 6年度 令和 5年度 

横断幕 41 37  福祉会  9 11 

A0ポスターサイズ  6  6  他団体 47 38 

A1ポスターサイズ  5  4  合計 56 49 

A2ポスターサイズ  4  2    (単位：件) 

合計 56 49     

 

６．研修の開催、参加状況 

（１）外部研修（職員） 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 4.16 

5日間 

市町村社協新任職員研修会 

「社会福祉協議会とは～歴史・理念・役割を学ぶ～」

他 

府社協 6 

7.22 安全運転管理者講習会 府公安委員会 1 

9. 4 

4日間 
社会福祉法人会計の簿記中級講座 府社協 1 

10.27 

11. 2 
社会福祉士実習指導者講習会 

大阪府社会福

祉士会 
1 

10.11 

3日間 

市町村社協中堅職員研修会 

「コミュニティワーク機能と役割について」他 
府社協 2 

12～3月 

人権セミナー 

みのお市民人権フォーラム 

「真の笑いは、平等な心から」 

「大笑いゼーションでノーマライゼーション」 他 23 

箕面市 54 
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（２）内部研修（役員・職員） 

新規採用職員に対しては、各テーマに沿って、新任研修、事業説明、フォローアップ研修

を順に実施した。また、主に主査級を対象に組織課題となっている内容について実施した。 

その他、通勤や業務中の交通事故の増加を受け、職員向けの安全運転研修を実施した。 

年月日 名称・テーマ・講師 参加者(名) 

6. 4. 1 
新規採用職員研修 

「箕面市社会福祉協議会について」 
4 

5.10 
新規採用職員研修 

「箕面市社会福祉協議会の事業について」 
10 

5.23 
社協経営計画のあゆみ 

令和 6年能登半島地震にかかる七尾市災害 VC運営支援について 
23 

7. 1.24 新規採用職員フォローアップ研修 5 

1.28 
職員衛生委員会職員研修「安全運転研修」 

講師：大阪府箕面警察署 渕上勝寛氏 
53 

 

７．箕面市社会福祉法人連絡会 

箕面市内にある２０の社会福祉法人２２事業所が会員となり、社協が事務局を担う。社会

福祉法人同士の連絡調整、交流や研修、地域貢献事業への協力等を目的に活動する。 

（１）総会 

年月日 内容 参加事業所 

6. 5.31 

令和5年度事業報告・決算報告 

令和6年度事業計画・予算の承認 

講演「能登福祉救援ボランティアネットワークの取り組み

について」 

講師：能登福祉救援ボランティアネットワーク 

共同代表 後藤至功氏 

15法人 

16事業所 

 

（２）研修会 

年月日 名称・テーマ・講師 参加者(名) 

7. 3. 5 
「人材確保・定着のために求められること」 

講師：大阪労働局 職業安定課 遠矢あき氏 
8法人 15 

 

（３）その他 

 ・能登福祉災害救援ボランティアネットワークへの支援  77,539円 

 ・赤い羽根共同募金寄付つき商品の実施    8事業所 73,045円 

 ・物価高騰および人材確保に係る支援についての要望書提出 
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８．認定生活困窮者就労訓練事業 

 一般就労ができない者に対して、本人の状況に応じて就労の場を提供しながら自立的に就

労することができるよう、生活相談窓口と連携して支援した。利用者に対し、１日３時間ま

での作業１回あたり、1,000円を謝礼金として支給した。 

 利用者数 実施回数 

令和 6年度 1名 16回 

令和 5年度 1名 18回 
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地域福祉活動推進事業 

 

１．第３期箕面市地域福祉活動計画の推進 

（１）箕面市地域福祉活動推進委員会（定数：１２名） 開催状況：２回 

地域福祉活動計画の進捗状況の点検・評価の場である「箕面市地域福祉活動推進委員会」を

設置し、計画の進捗状況について話し合った。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 7.12 
第3期箕面市地域福祉活動計画の推進について 

令和6年度の地域福祉活動計画関係の動き 
講堂 12 

7. 3.10 第3期箕面市地域福祉活動計画の推進状況について 講堂 11 

 

（２）地域福祉活動計画推進における社協事務局会議  開催状況：２回 

地域福祉活動推進委員会での進捗確認結果について、社協の事業や取り組みへの反映を検討

するため、社協事務局職員の会議を開催した。令和６年度は、災害時に備え、困ったときに近

所に SOSを発信できるよう「助けられ上手チラシ」を作成し、社協内の部署間の情報共有・連

携促進の一環として在宅支援部門と連携してチラシの配布、周知を行った。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 4.25 
令和5年度第2回地域福祉活動推進委員会報告 

事務局会議発の取り組みの進捗確認と令和6年度の計画 
会議室2 13 

11.20 
令和6年度取り組み進捗状況及び今後の予定 

中期経営計画の推進体制と社協事務局会議の位置づけの整理 
会議室 8 

 

２．赤い羽根共同募金 箕面市地域支え合いプロジェクト助成金 

赤い羽根共同募金を財源に地域福祉活動計画を推進するための活動を資金面で応援する仕組み

として、令和３年度に設立。令和６年度は１５団体に助成した。 

団体名 事業名 内容 助成額(円) 

シルバーアドバイザ

ー箕面・豊能 
子ども食堂の開催 子ども食堂の開催 173,000 

小金尾自治会 地域連携防災事業 防災フェスティバルの開催 36,000 

みんな食堂みのお みんな食堂みのお 子ども食堂の開催 167,000 

こどもの笑顔を守る

会～この指とまれ～ 
広げよう地域防災の輪 防災講座の開催 85,000 

みのお東・子ども食

堂の会 
子ども食堂の開催運営 子ども食堂の開催 182,000 

日日好日 
地域食堂の開催 多世

代コミュニティ 
地域食堂の開催 179,000 

２ 地域福祉活動推進事業サービス区分 

13



 

ほっこり会 
めだかの学校・親子ほっ

こり食堂 

放課後の居場所、子ども食堂

の開催 
111,000 

オレンジの会 こころカフェ 親子の居場所づくり 21,647 

箕面市認知症カフェ

ネットワーク 

認知症カフェネットワ

ーク 
認知症カフェの立ち上げ支援 87,000 

グローバルコミュニ

ティ・みのお 

多文化のこども達や不

登校の子が平等に集ま

れる場所づくり 

外国籍や不登校の子も含め

た、農園作業、イベントを通し

た交流の場づくり 

62,000 

一般社団法人 

トナリト 
あちこちカフェ部 

子どもが主体の交流の場づく

り 
154,000 

「ワッハッハ」クラ

ブ 
「ワッハッハ」クラブ 高齢者食事会の開催 54,000 

箕面市母子寡婦福祉

会 

ひとり親家庭へのきめ

細かな情報発信（LINE

公式アカウント） 

ひとり親世帯への情報発信 65,000 

みのお山麓倶楽部 夏の 36マルシェ 夏休みの親子の居場所づくり 23,540 

箕面船場まちづくり

協議会 

地域情報誌「箕面船場ま

ち知るべ」発行と配布 
地域情報誌の発行・配布 79,270 

  合計  15団体 1,479,457 

（令和５年度：１５団体、計 1,394,182円） 

 

３．顔の見える総合相談・支援事業（受託事業） 

令和４年度から全小学校区で実施。校区担当職員１名につき２校区を担当。 

令和６年度は、生活相談窓口の職員とペアで、相談から地域づくりまでの一体的な展開（ＣＳ

Ｗ機能）に取り組んだ。 

（１）総合相談（地域活動や個人の生活上の困りごとへの対応） 

・ささえあいステーションの開設 

校区内の身近な場所に週１回、午前（９時３０時～１２時）もしくは午後（１３時～１６

時）に「ささえあいステーション」を開設し「まちかど福祉相談」を実施。生活上の困りご

と、地域活動の悩みなどを一緒に考え、必要に応じて専門機関へのつなぎや地域活動の紹介

を行った。令和６年度は不特定多数の人が行き交うスーパーの一角（コープ箕面中央店、コ

ープ箕面店の２店舗）でも「まちかど福祉相談」（相談件数６件）を試みた。 

 

【開設日時・場所】 

曜日 時間帯 校区 場所 

月曜 午前 
彩都の丘 コミュニティセンター彩都の丘会館 

西 コミュニティセンター西小会館 
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月曜 午後 

豊川北 コミュニティセンター豊川北小会館 

萱野東 
第 1・3・4・5週 コミュニティセンター萱野東小会館 

第 2 週 今宮会館 

火曜 

午前 萱野北 コミュニティセンター萱野北小会館 

午後 

北 平尾会館 

箕面 
第 1・3・4・5週 コミュニティセンター箕面小会館 

第 2 週 コミュニティハウス日日好日 

水曜 

午前 

東 
第 1・3・5週 粟生外院自治会館 聚楽館 

第 2・4週 東生涯学習センター 

南 
第 1 週 コープ箕面店 

第 2・3・4・5週 北部・西南高齢者くらしサポート内 

午後 

豊川南 
第 1・3週 小野原多世代地域交流センター 

第 2・4・5週 あいあいルームとよみな 

止々呂美 
第 1・3・5週 スノーピーク箕面自然館 

第 2・4週 箕面森町ピースガーデンコミュニティハウス 

木曜 午前 

萱野 
第 1・2・3・5週 コミュニティセンター萱野小会館 

第 4 週 コープ箕面中央店 

中 コミュニティセンター中小会館 

西南 西南生涯学習センター 

※西小校区以外はコミュニティカフェ併設 

【年間相談実績】                                (件) 

圏

域 

相談者の

校区 

相談 

件数 

相談経路 

ささステ

来所 

ささステ

外来所 

電話 メール・

はがき 

アセスメ

ント 

貸付フォ

ローアッ

プ 

訪問・出

張 

東部 64 24 9 19 2 2 - 8 

  

  

  

彩都 10 5 - 2 - 1 - 2 

豊川北 28 11 5 8 - - - 4 

東 26 8 4 9 2 1 - 2 

中東部 100 38 3 31 2 6 - 20 

  

  

  

豊川南 40 17 1 7 1 3 - 11 

萱野東 45 12 1 20 1 3 - 8 

萱野北 15 9 1 4 - - - 1 

中西部 65 16 9 35 - 1 - 4 

  

  

  

萱野 25 1 5 16 - - - 3 

北 14 4 - 9 - 1 - - 

中 26 11 4 10 - - - 1 
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西部 72 23 7 28 - 2 1 11 

  

  

箕面 52 13 6 20 - 2 1 10 

西 20 10 1 8 - - - 1 

北部西南 121 30 1 65 3 12 - 10 

  

  

  

南 62 12 - 41 - 4 - 5 

西南 53 14 1 23 3 8 - 4 

止々呂美 6 4 - 1 - - - 1 

市外・不明 16 2 2 10 1 - - 1 

合計 438 133 31 188 8 23 1 54 

【相談内容の内訳】                               (件) 

圏
域 

 

相
談
者
の
校
区 

地域 個人 

 

相 談 分 類 対応終了 対
応
中 

 

相談分類 対応終了 対
応
中 活

動
全
般 

地
域
の
困
り
ご
と 

情
報
提
供 

つ
な
ぎ 

取
り
組
み
支
援 

シ
ー
ズ 

高
齢 

障
害 

子
ど
も 

外
国
人 

生
活
困
窮 

医
療
・
保
健 

生
活
上
の
相
談 

情
報
提
供 

つ
な
ぎ 

取
り
組
み
支
援 

シ
ー
ズ 

生
活
相
談
窓
口
と

ケ
ー
ス
対
応 

東部 26 23 3 18 5 - 3 - 38 15 5 4 - 3 - 11 20 12 - - 4 2 

  

  

  

彩都 4 4 - 4 - - - - 6 2 - 1 - - - 3 4 2 - - - - 

豊川北 11 10 1 7 4 - - - 17 8 3 - - - - 6 11 6 - - - - 

東 11 9 2 7 1 - 3 - 15 5 2 3 - 3 - 2 5 4 - - 4 2 

中東部 30 27 3 18 10 1 1 - 70 42 3 12 1 1 - 11 42 20 1 - 5 2 

  

  

  

豊川南 12 11 1 8 4 - - - 28 14 1 7 1 1 - 4 19 8 - - - 1 

萱野東 16 14 2 8 6 1 1 - 29 18 1 4 - - - 6 16 7 - - 5 1 

萱野北 2 2 - 2 - - - - 13 10 1 1 - - - 1 7 5 1 - - - 

中西部 14 11 3 11 1 - 1 1 51 34 2 2 - - - 13 31 15 - - 1 4 

  

  

  

萱野 2 2 - 2 - - - - 23 13 2 2 - - - 6 12 8 - - 1 2 

北 - - - - - - - - 14 11 - - - - - 3 9 4 - - - 1 

中 12 9 3 9 1 - 1 1 14 10 - - - - - 4 10 3 - - - 1 

西部 17 14 3 9 2 - 5 1 55 26 4 7 - - 1 17 36 11 - - 4 4 

  

  

箕面 16 13 3 8 2 - 5 1 36 15 4 7 - - 1 9 22 7 - - 3 4 

西 1 1 - 1 - - - - 19 11 - - - - - 8 14 4 - - 1 - 

北部西南 54 50 4 43 6 2 2 1 67 45 4 3 - 4 - 11 43 21 - - 3 - 

  

  

  

南 26 24 2 19 3 1 2 1 36 26 1 - - 3 - 6 21 12 - - 3 - 

西南 27 25 2 23 3 1 - - 26 18 3 2 - - - 3 17 9 - - - - 

止々呂美 1 1 - 1 - - - - 5 1 - 1 - 1 - 2 5 - - - - - 

市外・不明 8 8 - 7 - - 1 - 8 5 1 1 - - - 1 5 2 - - - 1 

合計 149 133 16 106 24 3 13 3 289 167 19 29 1 8 1 64 177 81 1 - 17 13 
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（２）地域訪問（地域のボランティア活動等の把握と関係づくり） 

地域に存在する様々な団体を訪問し、顔の見える関係づくりと情報収集を進めた。 

令和６年度は、全校区の自治会、マンション管理組合、市立小中学校、市立小中学校 PTA等

を対象にしたほか、必要に応じてそれ以外の地域団体や事業所等の訪問を行った。訪問方法と

しては電話や訪問を基本としたが、マンション管理組合についてはアンケートを実施した。ま

た、一部の校区で「自治会同士のつながり」、「自治会と地域団体」、「自治会と福祉専門職」の

顔の見える関係づくりを目的とした「小地域ささえあい会議」を開催した。 

地域訪問を通して得た情報は、地域特性、人口等の基礎情報や地域団体の情報をまとめた

「地域情報シート」を校区ごとに作成し、ホームページで公開した。 

【地域訪問実施状況】                          (件) 

訪問先 対象数 訪問数 訪問不可数 

①学校（市立小・中学校） 23 23 0 

②PTA（市立小・中学校） 20 20 0 

③自治会 320 247 73 

④マンション管理組合 84 45 39 

⑤よりそい隊 127 127 0 

⑥地域団体 64 64 0 

合計 638 526 112 

※「訪問不可」は、訪問の拒否や連絡がつかずに手紙ポスティング（投函）のみで終了 

 

・学校への地域訪問 

令和５年度同様、生活相談窓口職員も同行し、生活相談窓口が関わっている個別の案件につ

いて共有を図るとともに、学校が抱える課題等の聞き取りを行った。また、学齢期の児童生徒

の状況把握、及び学校と地域の連携を進めるため、学校協議会に参加した。 

【学校協議会への参加校】 

学校区分 学校協議会参加校 

小学校 豊川北小、東小、豊川南小、萱野北小、箕面小 

中学校 三中、四中、五中 

小中一貫校 彩都の丘学園 

 

・小地域ささえあい会議の開催 

例年、自治会活動を把握するため自治会長を訪問しているが、「他の自治会の活動内容を知り

たい」、「地域団体についてよくわからない」といった声があるため、令和６年度、近隣の自治

会や地域団体、福祉専門職とのつながりを作ることを目的に「小地域ささえあい会議」を行っ

た。参加者同士、所属団体の課題を出し合いながら、地区福祉会を中心とした活動や民生委員・

児童委員、福祉専門職の役割について、自治会が知る機会となった。全体的な課題共有の場と

して開催している「ささえあい推進会議」（全体会）と比べ、地域内での「顔の見える関係づく
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り」として有効な手段のため、令和７年度も引き続き校区の状況やニーズに合わせて開催予定。 

【小地域ささえあい会議実施状況】 

校区 エリア分けや開催理由等 エリア 年月日 出席者(名) 

豊川南 
校区内を地図上で 4つ（西・東北・

東南・南）に分け実施 

小野原東 4～6丁目 6. 9.29 17 

小野原東 1～2丁目 10. 6 ※中止 

小野原西 11.24 18 

小野原東 3・5丁目 11.30 10 

萱野東 

＜一部エリアで開催＞ 

令和 3年度～地区福祉会と共催で

小地域ささえあい会議を順次開催

（概ね字ごとにエリア分け） 

石丸・外院  8.24 9 

西宿 3丁目  8.31 9 

今宮 11.10 8 

船場東 11.15 4 

箕面 

＜一部エリアで開催＞ 

もともと 4地区に分かれて活動し

ているが、牧落地区は広く国道を

挟んで地域の状況が異なるため。 

牧落 5丁目 10.22 14 

西 

＜一部エリアで開催＞ 

福祉会役員が多く居住し、自治会

との連携意向が強いため 

桜 1～3丁目 10.26 10 

南 

校区内を 3つに分け実施（桜ヶ丘

全体と、桜井と桜を合わせたエリ

アを南北に分けた） 

桜、桜井 1丁目  9.27 12 

桜ヶ丘 10. 4 13 

桜井 2～3丁目 10.18 14 

西南 

校区内を 4つに分け実施（瀬川と

半町に大きく 2つに分け、それぞ

れ国道で南北に分けた） 

瀬川 4～5丁目  9.13 8 

瀬川 1～3丁目  9.14 10 

半町 1～3丁目  9.20 11 

半町 4丁目  9.29 10 

止々呂美 
＜一部エリアで開催＞ 

高齢者のニーズを把握するため 

上止々呂美、 

下止々呂美 
11.18 11 

  ※豊川南の中止理由…自治会からの参加が見込めないため 

 

（３）ささえあい推進会議の開催（地域のネットワークづくりや地域課題の共有） 

 ①ささえあい推進会議（全体会）の開催 

年１回、校区ごとに地域の現状や課題を共有し、課題解決に向けて話し合うささえあい推

進会議を開催している。今回は新たに一声訪問員（「地区福祉会」にカウント）、ふれあいホ

ームサービス協力会員（「その他」にカウント）にも呼びかけ、合わせて２１人が参加。ま

た、この場は校区単位での地域福祉活動計画進捗確認の場としても位置づいており、令和６

年度は計画の中間年として３年間の振り返りも行った。(令和５年度参加者 469名) 
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【開催状況】 

年月日 校区 場 所 出席者(名) 

7. 1.19 
東 コミュニティセンター「みどりの家」 57 

西 コミュニティセンター「星座の家」 26 

1.25 西南 西南生涯学習センター 1階 ホール 44 

2. 1 萱野北 コミュニティセンター「如意谷の里」 30 

2. 5 豊川南 多文化交流センター 2階 講座室Ａ・Ｂ 52 

2. 7 北 平尾会館 27 

2. 8 彩都の丘 彩都の丘学園 3階 多目的室 19 

2. 9 
中 コミュニティセンター「四季彩の家」 40 

南 コミュニティセンター「桜のまちの家」 43 

2.12 箕面 コミュニティセンター「日時計の家」 37 

2.14 萱野東 コミュニティセンター「灯ろうの家」 45 

2.16 豊川北 コミュニティセンター「鐘の鳴る家」 32 

2.22 萱野 総合保健福祉センター分館 2階 講堂 33 

2.23 止々呂美 スノーピーク箕面自然館 20 

合計 505 

 

【参加団体別人数】 

参加団体 出席者(名)  参加団体 出席者(名) 

地区福祉会 101  防犯委員会 3 

民生委員・児童委員 69  保護司会・更生保護女性会 11 

自治会・マンション管理組合 46  当事者団体 6 

青少年を守る会 16  生活関連事業所 13 

青少年指導員 6  ボランティア・ＮＰＯ法人 40 

ＰＴＡ 7  医療・介護・福祉サービス事業所 56 

こども会 -  幼・保・小・中学校など 15 

老人クラブ 16  行政 22 

コミセン管理運営委員会 9  市議会議員 16 

地区防災委員会 7  その他 46 

   合計 505 

その他の内訳：国際交流協会、老人いこいの家、お寺、教会、みのおエフエム、行政相談員、 

一般住民、社協理事等 
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②ささえあいステーション職員が支援した各校区の取り組み 

住民や事業所を主体とした新たな取り組みの実現に向け、校区担当の職員が情報提供や話し

合いの場を設定する等、必要に応じてコーディネートを行った。 

【ささえあいステーション職員が支援した取り組み数】              （件）                   

校区 居場所 見守り 
つながり

拡大 
災害 

地域団体

連携 
その他 合計 

彩都の丘 - - 2 - - 1 3 

豊川北 2(2) - 1(1) - 2(1) 2(1) 7(5) 

東 3(2) 1(1) 1(1) 1(1) 2 - 8(5) 

豊川南 1 -  -  - 1 1  3 

萱野東 1 - 2(1) 1 - - 4(1) 

萱野北 - - 2(1) - - 2(1) 4(2) 

萱野 3(2) 1 1 2(2) - - 7(4) 

北 2(1) 2(2) 1 2(1) - - 7(4) 

中 2(1) 1(1) 3(1) - - - 6(3) 

箕面 3(2) 1 1 - - - 5(2) 

西 1 - - 1 1 - 3 

南 4(1) - 1(1) 3(2) - 1 9(4) 

西南 3(1) - - - 2(1) - 5(2) 

止々呂美 2 - - - 1 - 3 

合計 27(12) 6(4) 15(6) 10(6) 9(2) 7(2) 74(32) 

 ※（ ）内の数字は終了件数 

 

(４) 参加支援事業 

令和６年度から、生活困窮者等の「個別支援」を担う生活相談窓口と「地域支援」を担うさ

さえあいステーションが校区単位でペアとなり、困りごとを抱えた世帯に対して、専門機関に

よる支援だけではなく地域住民と一体になった支援を行うことで、相談から地域づくりまでの

一体的な展開（ＣＳＷ機能）を目指し体制を整えた。とりわけ、ひきこもりなど社会的孤立の

かたを参加支援事業対象者とし、本人・家族へのアプローチだけでなく、地域住民や事業所等

にも困りごと（課題）の共有や地域活動の受け入れ、見守り協力などのアプローチをし、個々

の状況に応じた支援を行った。 

【参加支援事業 対象者実人数（名）】 令和 6年度 57名（令和 5年度 27名） 

東部 中部 西部 

彩都の丘 - 萱野北 2 箕面 5 

豊川北 7 萱野 2 西 5 

東 6 北 5 南 2 

豊川南 7 中 5 西南 5 

20



 

萱野東 6   止々呂美 - 

小計 26 小計 14 小計 17 

 

（５）地域共生社会シンポジウムの開催 

第５回地域共生社会シンポジウム「共助でつながる自治会が地域社会の未来をひらく」 

令和６年度は「自治会」をテーマに、箕面市の自治会を考える会、箕面市、箕面市社会福祉

協議会の三者共催にて開催した。市内の自治会をはじめ、地区福祉会や民生委員・児童委員、

コミュニティセンター管理運営委員会等の地域団体のほか、様々な住民に幅広く呼び掛け、各

世代におけるご近所づきあいの意義や魅力を発信した。 

年月日 会場 出席者(名) 主な内容 

6. 6.15 

メイプル 

ホール 

大ホール 

318 

【第1部講演】 

「共感でつくる共助社会」 

 大阪大学 大学院経済学研究科 教授 堂目 卓生 氏 

【第2部スペシャルトーク】 

「学生と考えるご近所づきあい」 

トーク：追手門学院大学 学生 菅野 咲月 氏 

聞き手：船場西地区連合自治会 会長 岩下 隆 氏 

【第3部パネルディスカッション】 

「共助でつながる自治会が地域社会の未来をひらく」 

 進行：神戸学院大学 社会リハビリテーション学科 

             准教授 川本 健太郎 氏 

 活動紹介・パネラー： 

  日商岩井箕面ハイツ自治会 会長 坂 渚 氏 

  ピースガーデン自治会   会長 川瀬 竜一 氏 

  ルミナス箕面の森自治会  会長 水上 登志夫 氏 

      同上       会員 清水 和政 氏  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21



 

（６）広報 

地域で行われている支え合い活動を社協だよりや社協ホームページへの掲載のほか、ささえ

あい通信を発行した。 

【ささえあい通信 掲載記事】 

No 内容 

第 11号 

（12月発行） 

10,000部 

●「ご近所づきあい」に注目し、自治会運営や助け合いの工夫を紹介 

・高齢者が集う場（サロン）でのつながりが、仲間の命を救出！ 

・自治会で命を守る取組み 

・高齢世帯が辞めない！自治会運営の工夫 

・ご近所での防災＆助け合い啓発チラシの紹介 

第 12号 

（3月発行） 

10,000部 

●コミュニティカフェマップ 

・地域でつながる みんなの居場所 

（市内コミュニティカフェマップ第 3弾掲載） 

 

４．小地域ネットワーク活動 

（１）個別援助活動 

一声訪問員や地区福祉会ボランティアにより、高齢者等への定期的な声かけ見守り活動を行

い、地域によっては見舞品などを配布して友愛訪問を行った｡ 

 

・一声訪問事業 

一声訪問員が、訪問を希望するひとり暮らしの高齢者等を月１回程度訪問し見守り活動を

行った。令和６年度は、一声訪問員に対して「ささえあい推進会議」の案内を行い、８地区

から 16名の参加があった。 

 

【各地区の活動状況】 

地区 
訪問員数(名) 利用者数(名) 

地区 
訪問員数(名) 利用者数(名) 

6年度 5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 

豊川北小 12 13 85 72 中小 6 8 11 16 

東小 10 10 17 14 箕面小 - - - - 

豊川南小 3 4 9 8 西小 - - - - 

萱野東小 3 3 7 6 南小 2 2 1 2 

萱野北小 7 7 13 16 西南小 6 6 16 17 

萱野小 9 9 10 10 
とどろみ

の森学園 
- - - - 

北小 6 8 5 8 合計 64 70 174 169 

※箕面小、西小、とどろみの森学園地区は、一声訪問員を設置していない。 
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【一声訪問員委嘱式】 

年月日 内容 会場 出席者(名) 

6.4.5 

・第九期一声訪問員委嘱式（令和 6年度～令和 8年度） 

・活動概要説明 

・グループに分かれて意見交流 

講堂 36 

 

・友愛訪問 

見守り活動の一環として、ひとり暮らし高齢者等に季節の品や手紙等を配布しながら声かけ

活動を行った。 

【各地区の友愛訪問実施状況】 

地区 活動概要 
のべ対象者

数(名) 
回数(回) 

のべ活動者

数(名) 

豊川南小 松たけごはん配食 73 1 17 

萱野東小 一声対象者に暑中見舞い、寒中見舞い 10 2 6 

萱野小 サロン開催のお知らせ訪問 548 31 230 

箕面小 お元気ですか、花鉢配布、寒中見舞 1,004 3 140 

西小 
「お元気でプレゼント」にてお菓子と助

けられ上手チラシを持って個別訪問 
836 1 100 

南小 
年末の見守りとしてお菓子や児童が書

いた年賀状のお届け 
695 2 36 

西南小 暑中見舞い、寒中見舞い 811 2 36 

合計 
令和 6年度 3,977 42 565 

令和 5年度 3,487 20 589 

 

（２）グループ援助活動 

地区福祉会ボランティアにより、孤立予防や交流の場として、サロンやコミュニティカフ

ェ、子ども食堂等を開催した。とりわけ、対象者を限定しないコミュニティカフェが増えた。 

また、認知症カフェを立ち上げた地区もある。 

（上段：令和６年度、下段：令和５年度） 

地区 

ふれあいいきいきサロ

ン 

（高齢者対象） 

子育てサロン 
コミュニティカフェなど 

（誰でも参加可能） 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加

者数(名) 
場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加

者数(名) 
場所 

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加

者数(名) 

豊川北小 
10 149 1,837 1 17 170 5 95 955 

9 120 1,520 1 9 129 3 63 562 

東小 
9 73 584 1 10 195 − − − 

9 73 584 1 10 186 − − − 
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豊川南小 
1 3 140 3 10 178 6 97 1,921 

1 4 157 2 11 170 5 75 1,260 

萱野東小 
6 36 639 1 8 75 8 108 776 

9 103 939 1 8 122 3 25 135 

萱野北小 
3 26 375 − − − 2 42 807 

3 41 430 − − − 1 37 682 

萱野小 
10 110 1,082 − − − 2 68 1,026 

10 108 988 − − − 2 72 1,040 

北小 
− − − − − − 2 53 849 

− − − − − − 2 53 477 

中小 
2 46 764 1 12 230 2 34 323 

2 48 780 1 12 164 2 33 315 

箕面小 
3 17 231 1 8 192 2 19 553 

3 16 186 1 7 204 2 17 491 

西小 
8 62 523 1 11 129 1 11 151 

8 60 452 1 10 112 1 4 63 

南小 
5 64 481 1 12 223 4 60 655 

5 66 531 1 9 104 3 49 545 

西南小 
2 18 340 − − − 1 15 293 

2 15 292 − − − − − − 

とどろみ

の森学園 

2 50 506 1 24 166 2 24 286 

1 44 440 1 24 360 1 20 300 

合計 
61 654 7,502 11 112 1,558 37 626 8,595 

62 698 7,299 10 100 1,551 25 448 5,870 

 ※豊川北小地区の高齢者サロン、コミュニティカフェのうち４か所は、彩都の丘で実施 

 

地区 

高齢者食事会 子ども食堂 世代間交流 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加者

数(名) 
場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加者

数(名) 
場所 

(か所) 

回数

(回) 

のべ参加

者数(名) 

豊川北小 
− − − − − − 1 1 57 

− − − − − − 1 1 69 

東小 
− − − − − − 1 1 1,500 

− − − − − − 1 1 1,500 

豊川南小 
1 2 57 1 12 1,168 1 1 100 

− − − 1 11 1,078 − − − 

萱野東小 
− − − − − − 1 51 256 

− − − − − − 1 51 292 
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萱野北小 
− − − − − − 2 2 76 

− − − − − − 1 1 86 

萱野小 
1 1 59 − − − 1 1 286 

1 1 111    2 2 444 

北小 
− − − − − − 1 1 300 

- - - - - - 2 2 350 

中小 
1 1 33 − − − 2 14 203 

1 1 30 − − − − − − 

箕面小 
1 1 55 − − − 1 1 78 

1 1 46    1 1 69 

西小 
− − − 1 13 488 1 1 117 

− − − 1 2 42 − − − 

南小 
2 2 110 − − − − − − 

2 2 108 − − − − − − 

西南小 
− − − − − − 1 1 360 

− − − − − − 1 1 120 

とどろみ

の森学園 

− − − − − − 1 4 130 

− − − − − − − − − 

合計 
6 7 314 2 25 1,656 14 79 3,463 

5 5 295 2 13 1,120 10 60 2,930 

 

（３）地区福祉会新任役員研修会の開催 

 令和６年度新たに役員になったかたを主として地区福祉会、小地域ネットワーク活動、社会福

祉協議会などについて基本的な理解を深めることを目的に研修会を開催した。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 6. 7 

・社会福祉協議会について 

・地区福祉会について 

・取り組み事例報告 

・民生委員・児童委員について 

講堂 23 

 

 

５．地区敬老事業 

① 敬老事業検討委員会 

令和６年度は５年に１回の開催としている敬老事業検討委員会の開催年にあたり、地区敬老事

業のあり方について話し合った。結果は「地区敬老事業検討委員会報告書」にまとめた。 
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委員会の開催状況（定数：１５名） 開催状況：４回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 6.21 

地区敬老事業の経緯について 

令和元年度検討委員会報告について 

地区敬老事業の現状と課題について 

会議室 

15 

8. 9 対象年齢、交付金、実施形態等について 15 

10.11 「地区敬老事業検討委員会報告書」（案）の検討について 15 

11.15 
「地区敬老事業検討委員会報告書」（案）の検討について

（まとめ） 
15 

 

② 地区敬老事業 

令和６年度は１０地区で地区敬老会を開催し、３地区（東、箕面、西）で「高齢者つながり見守

り推進事業」として記念品を配布した。東小地区、西小地区では令和５年度に引き続き、記念品

配布以外に多世代交流イベント内での高齢者表彰や敬老イベントを開催した。対象者は９月１日

時点で、７５歳以上の高齢者（市内 21,260名）。 

 

・地区敬老会開催（１０地区） 

【実施状況】 

実施日 地区 場所 参加者(名) 対象者(名) 従事者(名) 

6. 9.14 中小 中小学校体育館 186 1,694 40 

9.16 とどろみの森学園 とどろみの森学園アリーナ 64 217 45 

9.29 豊川北小 豊川北小学校体育館 254 1,848 110 

10.12 
北小 メイプルホール 164 1,209 80 

南小 南小学校体育館 191 1,832 71 

10.20 萱野東小 萱野東小学校体育館 178 1,921 38 

10.26 
萱野小 メイプルホール 186 1,718 62 

豊川南小 豊川南小学校体育館 161 1,456 45 

10.27 西南小 西南小学校体育館 168 2,125 81 

11. 2 萱野北小 メイプルホール 115 1,077 39 

 

・高齢者つながり見守り推進事業（記念品配布）（３地区） 

【実施状況】 

配布期間 地区 記念品の内容・その他 対象者(名) 

9. 1～

9.30 
東小 

・記念品：タオル 2枚組 

・「粟生ぞらまつり」内で高齢者表彰実施 

高齢者向けイベント「みんなで歌おう！」「みんな

で遊ぼう！」を実施（10/26） 

2,211 
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9月中旬 箕面小 
・記念品：フェイスタオル 

・卒寿対象者には、バスタオルとカードを添えて配布 
1,697 

8. 2～

8.20 
西小 

・記念品：とろろ昆布 

・「わくわくコンサート」開催（10/20） 
2,255 

 

６．おせち料理配食事業 

７５歳以上のひとり暮らしのかた、８０歳以上の高齢者世帯、障害者のみの世帯、障害者と７

５歳以上の高齢者の世帯等に、地区福祉会または民生委員･児童委員を通じておせち料理を配食

し、社会的に孤立しがちな年末に見守りを実施した。おせち料理には、祝い箸と学童保育児童

による手作りのお手紙を添えて配布した。また、令和６年度は７５歳以上のすべての対象

者に事業の案内を徹底するため、地区敬老事業で本事業のチラシを配布した。 

 

【地区別おせち料理利用者内訳】 

地区 
独居高齢

者(名) 

高齢者 

世帯(名) 

障害者 

世帯(名) 

障害者・ 

高齢者世帯(名) 

その他

(名) 

合計(名) 

6年度 5年度 

豊川北小 38 15 - - 4 57 37 

東小 42 16 1 3 - 62 42 

豊川南小 16 5 - - 1 22 16 

萱野東小 18 12 - 1 2 33 11 

萱野北小 12 4 - 1 - 17 9 

萱野小 21 4 - - 2 27 20 

北小 17 8 - 7 - 32 16 

中小 21 9 - 3 1 34 27 

箕面小 46 11 6 1 1 65 61 

西小 27 16 2 4 - 49 43 

南小 32 8 1 - 5 46 32 

西南小 31 6 3 3 - 43 48 

とどろみの森学園 - - - - - - 1 

合計 321 114 13 23 16 487 363 
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７．地区福祉会会長会（定数：１３名） 開催状況：５回 

地区福祉会活動にかかる諸問題の解決と情報共有、及び社協事業の効果的な実施を図ることを

目的に、地区福祉会会長会を開催した。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 5.18 

社協事務局新年度体制について 

高齢者表彰について（市高齢福祉室）                 

おせち料理配食事業について                   

地区敬老事業について（情報交換）                

顔の見える総合相談・支援事業実施状況について（意見交換） 

各地区福祉会活動について（意見交換）                        

会議室 13 

7.19 

顔の見える総合相談・支援事業実施状況について（意見交換）     

①新型コロナ特例貸付フォローアップの取り組みについて 

②地区担当職員の業務について       

講堂 13 

11.15 

避難行動要支援者名簿について（市市民安全政策室） 

地区敬老事業について                   

おせち料理配食事業について                

顔の見える総合相談・支援事業について（報告）       

会議室 13 

7. 1.18 

おせち料理配食事業について 

令和7年度箕面市社会福祉協議会事業計画について  

顔の見える総合相談・支援事業について（意見交換） 

会議室 13 

3. 7 

令和7年度当初予算（案）について 

令和7年度社協活動協力金について 

顔の見える総合相談・支援事業実施状況について 

会議室 13 

 

８．地域福祉活動拠点利用状況一覧 

利用団体は、地区福祉会や既存の地域団体の会議や作業のほか、サロン活動の場として拠点を

活用している。 

拠点名 利用内容 

合計 

拠点名 利用内容 

合計 

回数

(回) 

のべ人

数(名) 

回数

(回) 

のべ人

数(名) 

さくらルーム 

みなみ（南小） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 
69 725 ルーム北 

（北小） 

H18開所 

R6.10月移転 

会議・打

ち合わせ 
4 30 

サロン等 77 1,144 サロン等 0 0 

その他 75 324 その他 0 0 

合計 221 2,193 合計 4 30 

あっとほーむ 

ＷＡＯ 

（豊川北小） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 
38 345 萱野東れんげ 

ルーム 

（萱野東小） 

H20開所 

会議・打

ち合わせ 
37 426 

サロン等 - - サロン等 - - 

その他 29 302 その他 78 319 

合計 67 647 合計 115 745 
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ほっとルーム 

せいなん 

（西南小） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 

 

54 

 

308 
あいあいルーム 

とよみな 

（豊川南小） 

H21暫定 

H25移転 

会議・打

ち合わせ 
40 499 

サロン等 - - サロン等 52 1,089 

その他 
 

51 

 

144 
その他 17 125 

合計 105 452 合計 109 1,713 

日時計ルーム 

みのお 

（箕面小） 

H15開所 

会議・打

ち合わせ 
66 651 かや北 

福祉サロン 

（萱野北小） 

H22開所 

会議・打

ち合わせ 
25 246 

サロン等 - - サロン等 22 180 

その他 133 346 その他 56 161 

合計 199 997 合計 103 587 

ひがしふれあい 

ルーム（東小） 

H15開所 

会議・打

ち合わせ 
114 615 

止々呂美 

ふれあいルーム 

（とどろみの森

学園） 

H23開所 

会議・打

ち合わせ 
44 282 

サロン等 113 683 サロン等 26 35 

その他 188 673 その他 11 16 

合計 415 1,971 合計 81 333 

星座ルーム西 

（西小） 

H16開所 

会議・打

ち合わせ 
53 529 

かやのプラザ 

（萱野小） 

H25開所 

会議・打

ち合わせ 
32 416 

サロン等 37 875 サロン等 11 237 

その他 91 214 その他 33 75 

合計 181 1,618 合計 76 728 

なかよしルーム 

なか（中小） 

H16開所 

会議・打

ち合わせ 
30 279 

合計 

会議・打

ち合わせ 
606 5,351 

サロン等 23 424 サロン等 361 4,667 

その他 41 211 その他 803 2,910 

合計 94 914 計 1,770 12,928 

  （令和５年度実績合計 1,804回 13,381名） 

利用団体： 地区福祉会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ、青少年を守る会、青少年指

導員、更生保護女性会、婦人会、こども会、ＰＴＡ、自治会、地区防災委員会、

コミュニティスポーツクラブ、ボーイスカウト、おやじの会、サタデースクー

ル、ボランティアグループ等 

 

９．みのお見守り支援システム『よりそい隊』 

市内で活動している事業所や商店に見守り活動の協力を得る仕組みとして実施。登録事業所は

普段の業務において何か異変を発見した時に社協へ連絡し、社協は連絡を受けて関係機関への連

絡・確認・調整等の対応を行っている。見守り活動以外にも、見守り情報ラックの設置、ひきこ

もりのかたの職場体験（就労への一歩を踏み出す場）への協力も行っている。 

（単位：件） 

【登録事業所数（校区別）】      【登録事業所数（業種別）】 

校区 6年度 5年度  業種区分 6年度 5年度 

彩都の丘 - -  公共事業 13 13 

豊川北 11 11  金融・不動産・建設業 22 22 

東 22 21  小売業 60 62 

豊川南 27 26  医療・福祉業 116 116 

萱野東 35 34  配達・宅配業 17 18 
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萱野北 6 8  飲食業 33 36 

萱野 25 25  サービス業 15 14 

北 41 46  製造業 1 1 

中 23 23  その他事業 5 5 

箕面 24 23  施設管理 1 1 

西 19 19  寺社・教会 9 8 

南 26 27  合計 292 296 

西南 9 9     

止々呂美 4 4     

市外 20 20  
設置事業所数 

6年度 5年度 

合計 292 296  125  122  

 

【個別相談件数】                         

内容 6年度 5年度 

認知症 10 7 

生活支援 7 6 

見守り 6 3 

成年後見 1 - 

安否確認 3 - 

ひきこもり 1 - 

消費者被害 - 1 

その他 - 1 

合計 28 18 

  

 

 

 

１０．ボランティアセンター運営事業 

（１） ボランティアセンター運営委員会（定数：１０名） 開催状況：２回 

ボランティアセンターで進める事業における課題や今後の展開について話し合った。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 7.23 

令和5年度実施事業について（報告） 

箕面市地域支え合いプロジェクト助成金について 

令和6年度事業について（予定） 

会議室 7 

11.26 

令和6年度事業について（中間報告・下半期予定）          

箕面市地域支え合いプロジェクト助成金の一部見直しに 

ついて 

令和7年度事業について（意見交換） 

会議室 7 

 

 

 

 

【見守り情報ラック設置事業所数】 

30



 

（２）ボランティア相談、登録の状況 

【相談件数】 

内容 相談経路 件数(件) 特記事項（内訳等） 

ボランティアしたい 43  

 本人 38 学生（高校生、大学生、専門学校生）9、 

20～50代 12、60代 7、70代 5、不明 5 家族 - 

ボランティアグループ 2  

学校・事業所 3 学校 2、事業所 1 

ボランティアにきてほしい 30  

 公共施設 -  

医療・介護事業所 24 高齢施設 21、障害者施設 1、ほか 2 

ボランティアグループ -  

個人 6 傾聴、服のリフォーム、外出の付き添い等 

その他 35  

 寄附 23 食料品・野菜・日用品の寄附など 

グループ活動支援 6 グループ・学校・事業所の困りごと 

個人の困りごと 6 居場所を探している、心配な人がいるなど 

計 108 （令和 5年度 108件） 

 

【ボランティア登録者数】 

登録区分 令和 6年度 令和 5年度 

個人登録 

(名) 

前年度から継続 82 
97 

73 
82 

新規登録 15 9 

グループ登録

(団体) 

前年度から継続 58 
60 

53 
58 

新規登録 2 5 

 

【運転ボランティア調整の状況】 

サロン数(か所) のべ利用数(回) のべ利用者(名) 

6 46 121 

 

なお、運転ボランティアには職員衛生委員会が主催する当法人職員向け安全運転研修(令和７

年１月２８日開催)を案内し、受講を呼びかけた。(運転ボランティア出席者４名) 
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（３）ボランティア活動総合補償制度加入状況 

保険名 保険内容・内訳 6年度(名) 5年度(名) 前年比(名) 

ボランティア 

活動保険 

Aプラン（300円） 1,554 1,357 197 

Bプラン（500円） 1,841 1,927 △86 

Cプラン（600円） 212 186 26 

合計 3,607 3,470 137 

ボランティア・ 

市民活動 

行事保険 

Ⅰ型 A（30円） 18,794 19,350 556 

Ⅰ型 B（134円） 614 520 94 

Ⅰ型 C（262円） 100 120 △20 

Ⅱ型（229～358円） 124 69 55 

Ⅲ型（30円） 7,313 7,900 △587 

合計 26,945 27,959 △1,014 

非営利・有償活動 

団体保険 

Aプラン(4,900円) 46 53 △7 

Bプラン(6,300円) 2 2 - 

移送中事故傷害保険 （2,000円） 9 9 - 

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日受付分） 

 

（４）ボランティア活動の周知・広報 

ボランティア募集情報は、v-info（ボランティア情報検索サイト、運営：みのお市民活動セ

ンター）に集約した。フードドライブの回収・仕分けボランティアへの参加が増えた。 

 

（５）ボランティアの育成 

・ボランティア体験プログラム 

学生やボランティアを始めてみたい人へのきっかけづくりを行った。 

実施期間：７月１日～１１月３０日 参加者：のべ１２名。（令和５年度 のべ１４名） 

活動名 

 
実施日 

のべ 

(名) 

内訳（名） 

学生 20～50代 60代以上 

フードドライブ 6. 8.22、 9. 5 3 3 - - 

西南地域みんな食堂 8.25 1 1 - - 

いろは食堂 9.21 1 - 1 - 

そんぽ流子ども食堂み

のお 

9.21 1 1 - 

 

- 

みのお東わいわい食堂 9.28、11.23 2 2 - - 

要約筆記講習会 10. 9、10.16 2 2 - - 

子どもサロン未来 11.23 1 1 - - 

みんな食堂みのお 11.30 １ 1 - - 

合計 のべ 11日 12 11 1 - 
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・要約筆記講習会 

市障害福祉室、障害者福祉センターささゆり園と共催。3回の連続講座だが、１回目につい

ては要約筆記を知ってもらう内容で会場参加とオンライン参加の併用形式で開催し、市職員

研修も兼ねた。参加者は、のべ３９名。（令和５年度 のべ３２名） 

年月日 内容 講師等 会場 出席者(名) 

6.10. 9 
難聴ってどういうこと？

体験談と関わりの方法 

箕面難聴者サークル「木かげ」   

谷口学氏 

箕面要約筆記サークル「もみじ」  

障害者福

祉センタ

ーささゆ

り園 

15（11） 

10.16 手書き要約筆記体験 
箕面要約筆記サークル「もみじ」  

8 

10.23 パソコン要約筆記体験 5 

（ ）はオンライン出席者の内数 

 

・傾聴ボランティア養成講座 

福祉施設や在宅でニーズの高い傾聴ボランティア養成のために開催。講座は 3回連続講座。 

参加者は、のべ４０名。（令和５年度 のべ５１名） 

年月日 内容 講師等 会場 出席者(名) 

6.11.11 傾聴の意味と意義 
吹田傾聴ほほえみ 

長谷川美津代氏 
講堂 

14 

11.18  傾聴するにはどうすればいい？ 13 

12. 2 施設訪問・在宅訪問 13 

 

また、令和５年度は中東部地域包括支援センターエリアをモデルに在宅傾聴ボランティア

活動を行っていたが、令和６年度は全市に対象を拡大して実施した。 

 【在宅傾聴実施数（ケース）】   

依頼(件) 実施中(件) 終了(件) 

10 3 7 

 

（６）児童・生徒のボランティア活動推進事業 

令和６年度も『ボランティア・福祉体験学習のご案内』冊子を作成し、学校がボランティア・

福祉体験授業を実施する際は、冊子掲載の団体へ直接申し込む仕組みとした。年度末には、今

後のよりよいボランティア・福祉体験学習に向けて振り返り会を実施し、意見交換を行った。 

 

○市内小学校 

学校名・出席者 実施日 内容 講師等 

豊川北小学校 

4年生  74名 

6. 9. 9 

11.11 

11.27  

車いす・福祉車両体験 

白杖体験 

手話体験 

白島荘 

綜合メディカル株式会社 

手話サークル「にじ」 

箕面小学校 

4年生  90名 
6. 9.12 点字体験 視覚障害のある方 
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南小学校 

4年生  92名 

6. 9.13 

9.20 

10. 7 

10. 8 

白杖体験 

車いす体験 

ヘルパーの仕事 

介護ロボット体験 

綜合メディカル株式会社 

箕面の郷 

市訪問介護事業所連絡会 

綜合メディカル株式会社 

アサンプション

国際小学校 

3年生  61名 

9.20  風船バレー体験  一般社団法人ぐるり 

萱野北小学校 

4年生  26名 
10. 8  風船バレー体験 一般社団法人ぐるり 

萱野東小学校 

4年生  137名 

6.11. 8 

11.20 

11.21 

7. 2. 6 

片側上肢不自由について 

手話体験 

人権出前授業 

福祉のまちづくり 

身体障害者福祉会 

手話サークル「にじ」 

府立箕面支援学校 

市社協 

萱野小学校 

2年生  95名 
6.11.13  手話体験  手話サークル「にじ」 

彩都の丘小学校 

4年生  159名 
11.14 白杖体験 綜合メディカル株式会社 

アサンプション

国際小学校 

2年生  55名 

11.21 車いす体験 市立老健 

中小学校 

4年生  89名 

11.21 

12. 5  

車いす体験 

白杖体験  

箕面の郷 

綜合メディカル株式会社  
萱野小学校 

1年生  89名 
11.23 風船バレー体験 一般社団法人ぐるり 

 

○市内中学校 

学校名・出席者 実施日 内容 講師等 

第二中学校 

1年生 
6. 6.20 

点字体験 

白杖体験 

要約筆記体験 

ヘルパーの仕事 

視覚障害のある方 

綜合メディカル株式会社 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

市訪問介護事業所連絡会 

彩都の丘中学校 

1年生 183名 
7. 3 介護ロボット体験 綜合メディカル株式会社 

第五中学校 

教員   10名 
7. 1.14 

ご近所での支え合い活動を知ろ

う 
市社協 

アサンプション

国際中学校高等

学校 

ボランティア部

生徒 5名 

1.24 

1.31 
手話体験 手話サークル「あお」 

第六中学校 

1年生 164名 
1.27 

白杖体験 

要約筆記体験、障害について 

介護ロボット体験 

高齢者疑似体験、認知症を知ろう 

赤ちゃん抱っこ体験・妊婦体験 

綜合メディカル株式会社 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

人形劇団「candy」 

市立老健、市地域包括ケア室 

みのおママの学校 

第三中学校 

1年生 200名 
2. 7 

点字体験 

手話体験 

要約筆記体験 

介護用品体験 

視覚障害のある方 

手話サークル「あお」 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

綜合メディカル株式会社 
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高齢者疑似体験 

赤ちゃん抱っこ体験・妊婦体験 

ナルク箕面 

みのおママの学校 

第五中学校 

1年生 165名 
2.14 

点字体験 

白杖体験 

要約筆記体験 

介護ロボット 

車いす体験、認知症を知ろう 

赤ちゃん抱っこ体験・妊婦体験 

視覚障害のある方 

綜合メディカル株式会社 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

市立老健、市地域包括ケア室 

みのおママの学校 

 

○市内大学  

学校名 実施日 内容 講師等 

大阪青山大学 6. 4.18 ボランティアの話 市社協 

 

〇ボランティア・福祉学習振り返り会 

年月日 内容 会場 出席者 

7. 3.25 
令和 6年度ボランティア・福祉体験学習実施状況

について(意見交換) 
会議室 7団体 10名 

 

（７）もっとネット会議（中間支援組織スタッフ会議） 開催状況（４回） 

箕面市内のボランティア・市民活動の活性化とそのための問題・課題解決を模索する場として、

市内の中間支援組織で情報の共有及び共通の課題について検討を行った。 

 

 

 

 

 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

6. 6.20 
各団体の事業紹介 

令和6年度事業計画について 
船場ギャラリー「チカノバ」 6 

 9.13 各団体の事業紹介 市民活動センター 8 

12.12 各団体の事業紹介 箕面市立中央生涯学習センター 8 

7. 3.13 各団体の事業紹介 市民活動センター 7 

 

（８）テーマごとの話し合いの場の開催 

 市全域の課題に対して、テーマごとの話し合いの場を開催した。 

・箕面災害支援ネットワーク会議 

平成３０年６月１８日に発生した大阪北部地震の経験から、より大規模な災害に対する備

えとして、多様な団体の協力による災害ボランティアセンターの運営のため、箕面災害支援

ネットワークを立ち上げている。企画は、市民活動フォーラムみのお、箕面青年会議所、箕

面ライオンズクラブ、箕面船場ライオンズクラブ、箕面市社協の５者で行った。 

【構成団体】6団体 

・市民活動フォーラムみのお    ・箕面市国際交流協会  

・みのお山麓保全委員会      ・箕面市メイプル文化財団 

・みのおＦＭまちそだて      ・箕面市社協ボランティアセンター 
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年月日 内容 講師 会場 出席者(名) 

6. 9. 7 
能登半島地震への支援活動か

ら学ぶ 

箕面ユネスコ協会 

坂口 一美 

市民活動センター 

多目的室 

17団体 

20  

 

・みのお子ども食堂ネットワークの活動支援 

令和５年１０月、市内で活動している子ども食堂１５団体が互いに連携し、情報やノウハ

ウを共有しながら子どもを含めた地域の居場所づくりの継続・発展につなげることを目的に

「みのお子ども食堂ネットワーク」が立ち上がり、ネットワークの活動支援を行った。令和

６年度はネットワーク会議を２回開催した。 

年月日 内容 講師等 会場 出席者(名) 

6. 5.10 食中毒予防勉強会 
食の安全衛生管理アドバ

イザー 西野俊治氏 
講堂 

12団体 

27 

10.18 
各子ども食堂の課題共有、 

意見交換 
なし 講堂 

10団体 

16 

 

１１．みのおフードバンク事業 

企業や個人から寄附があった食料品等を生活困窮世帯や地域活動団体等に提供した。余剰食料

品を必要な人に渡し再活用することで、食品ロスの削減にもつながっている。 

 

（１）食料品等の寄附 

・「フードドライブ」の実施 

家庭で食べきれない食料品の提供を呼びかける取り組み「フードドライブ」を、コープこ

うべの店舗にて実施した。集まった食料品は生活困窮者への支援や子ども食堂をはじめとす

る地域活動団体で活用した。 

コープこうべ実施店舗 年間受け取り量（kg） 

箕面中央店 1,184 

ルミナス店 145 

箕面店 641 

合計 1,970 

（令和 5年度 1,981kg） 

 

・食料品等の寄附（事業所、個人） 

事業所名 寄附内容 

 大阪よどがわ市民生活協同組合 食品 

 三菱食品株式会社 食品 

株式会社セブン-イレブン・ジャパン 食品 

生活協同組合コープこうべ（お米を贈ろう助け合い募金） お米 170㎏ 
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帝釈寺 お米  70kg 

箕面ライオンズクラブ お米 165kg 

豊川南小地区福祉会 食品 

個人（のべ 9件） お米 

 

（２）食料品の活用先 

・生活困窮世帯（校区・年代別） 

生活困窮世帯に対して、生活の立て直しまでの一定期間を定めて食料を提供した。 

校区 ～20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 
6年度 

合計(名) 

5年度 

合計(名) 

彩都の丘 - - - - - - - - - 

豊川北 1 6 5 14 1 1 - 28 15 

東 - 1 2 - - - 1 4 7 

豊川南 - - 2 - 2 - - 4 14 

萱野東 - - - 1 - - - 1 23 

萱野北 - - - 1 - - 3 4 10 

萱野 - 1 1 1 - - - 3 6 

北 5 - - - - - - 5 6 

中 1 1 - - - - - 2 7 

箕面 - 1 2 4 1 - 1 9 4 

西 - - 1 1 1 - - 3 2 

南 2 - - 1 - 3 - 6 4 

西南 1 2 - 1 - - - 4 12 

止々呂美 - - - - - - - - - 

住所不明 - - - - - - - - 2 

合計 10 12 13 24 5 4 5 73 112 

 

・地域活動団体 

月２回配布日を設け配布した。また、ボランティアにより食料品の回収・仕分けを行っ

た。 

 団体名 活用内容 提供回数（回） 

箕面市国際交流協会 外国人支援 24 

みんな食堂みのお 子ども食堂 21 

みのお東・子ども食堂の会 子ども食堂 20 

おやこ陽気ふれあい食堂 子ども食堂 18 

今宮子ども食堂の会 子ども食堂 15 

日日好日 子ども食堂 11 
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「ワッハッハ」クラブ 地域活動 8 

シルバーアドバイザー箕面・豊能 子ども食堂 5 

西小地区福祉会（こどもサロン未来） 子ども食堂 4 

西南地域みんな食堂 子ども食堂 1 

豊川南小連合こども会 地域イベント 2 

合 計 129 

 

・ひとり親世帯への食料品配布「フードパントリー」の開催 

令和５年度に引き続き、ひとり親世帯を対象に食料品を無償提供する「フードパントリ

ー」を開催し、令和６年度は箕面市母子寡婦福祉会と箕面ライオンズクラブ(２月開催時の

み)の共催で行った。また、箕面市母子寡婦福祉会がひとり親世帯同士の情報共有や交流を

目指し、公式 LINEアカウントを開設しており、フードパントリー参加者を中心に登録を呼

びかけた。 

年月日 対象 会場 利用者数(名) 

6. 6.22 
箕面市在住のひとり親世帯 講堂 

88 

7. 2.15 101 

合計 189 

 

(３)助成金の活用 

  大阪府共同募金会の「令和６年度生活困窮者への緊急支援活動助成金」の助成決定を受け、

新型コロナウイルス特例貸付利用者を対象としたフードパントリー（５１ページ参照）を開催

したほか、フードパントリーで配布する米を保存するための農産物低温貯蔵庫を購入した。 

 

 

１２．講師の派遣 

年月日 名称・テーマ 主催 

6. 4.18 ボランティア活動とは 大阪青山大学看護学部 

11.13 
防災士養成講座 

「防災とボランティア活動について」 
市市民安全政策室 

 12.19 
ヘルスメイト養成講座 

「ボランティア活動について」 
市箕面産と食の推進室 
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１３．研修への参加状況 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

6. 7. 3 

ほか 

4日間 

地域福祉コーディネーター基礎研修 

・地域福祉論 

・個別支援と地域支援の展開 

・CSWとつながる専門職/多職種連携 

講師：関西学院大学 名誉教授 牧里毎治氏 

   日本福祉大学 教授 川島ゆり子氏 

   桃山学院大学 教授 小野達也氏 

府社協 2 

11.29 

多様な人の“参加”を支援するインクルーシブボラン

ティアコーディネーター研修～中間支援編～ 

講師：関西国際大学 講師 岩本裕子氏 

大阪ボランテ

ィア協会 
1 

7. 1.29 

小地域ネットワーク活動リーダー研修会 

みんなが支えあい、役割をもって活躍できる地域共生

社会のために 

講師：摂南大学 講師 上野山裕士氏 

府社協 1 

2.22 
つながりサポーター養成講座 

講師：神戸女学院大学 名誉教授 横田恵子氏 

一般社団法人

Re-Start 

Project 

1 

 

１４．宣伝啓発活動 

広報紙「社協だより」や社協ブログを活用し制度や活動の宣伝を行った。 

 

（１）社協だより 

社協活動を知ってもらい、地域福祉活動に参加してもらう住民を増やすことを目的に、全戸

配布の広報紙として社協だよりを発行した。 

＜発行の形態＞ 

  Ａ４：８ページ カラー刷り 年３回発行 

 

＜主な掲載記事＞ 

No 内容 

第 163号 

（5/1発行） 

68,600部 

●特集 社協活動協力金募集 

「地区福祉会のつながる活動・社協のつなげる事業」 

・令和 6年度 事業計画 

・シリーズ「おひとりさまの達人にきく」 

・地域の活動に参加しませんか？（ふれあいホームサービス、赤十字活動資金、

シンポジウム、ひきこもりの家族のつどい ほか） 
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第 164号 

（9/1発行） 

68,800部 

●特集 1 シンポジウム開催報告 

「共助でつながる自治会が地域社会の未来をひらく」 

●特集 2 「コロナ特例貸付」の返済が始まってみえてくる生活困窮 

～フォローアップ支援を通して～ 

・地区敬老会開催案内 

・地域支え合いプロジェクト助成金交付結果 

・令和 5年度 事業・決算報告 

・地域の活動に参加しませんか？（赤い羽根共同募金運動、要約筆記講習会、

講演会「ひきこもりのサポートを考える」ほか） 

第 165号 

（2/1発行） 

69,000部 

●特集 みんなで考えよう！“ひきこもり”は本人・家族のせいじゃない！ 

・地区福祉会ってなあに？ 

・「地域で暮らす」を支える仕事 ホームヘルパーの魅力 

・シリーズ「おひとりさまの達人にきく」 

・共同募金結果報告 

・社協ブログ紹介 

・地域の活動に参加しませんか？（ふれあいホームサービス、刑務所作業製品

展示即売会、箕面市老人クラブ連合会会員募集、箕面市地域支え合いプロジ

ェクト助成金申請受付 ほか） 
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（２）ブログ・Ｘ・LINE公式アカウント 

社協活動及び地区福祉会活動を、よりタイムリーに効果的に発信していく取り組みとして、

ブログや SNSを用いて情報発信を行った。 

 

・社協ブログ 

社協の各部署で定期的な情報発信を行った。 

記事掲載数(回) 
令和 6年度 令和 5年度 

74 90 

 

・社協Ｘ（旧ツイッター） 

ブログやホームページの更新情報、大阪府や箕面市の情報、災害情報などを発信した。 

フォロワー数(名) 
令和 6年度末 令和 5年度末 

1,717 1,678 

 

・社協公式 LINE 

若い世代への情報発信強化をめざし、令和６年４月に公式 LINEを開設し、社協事業のお

知らせやイベントの開催情報などを発信した。 

友だち数(名) 
令和 6年度末 

120 

 

 

１５．地区福祉会の名称変更 

森町エリアの住民にも福祉会を身近に感じてもらうため、「止々呂美小地区福祉会」から「とど

ろみの森学園地区福祉会」へ名称変更した。 
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4

善意銀行事業

 この銀行は、広く市民の善意の金銭信託を受け、罹災世帯への見舞金、地区福祉会が行う

新たな取り組みなどに払い出し、社会福祉の増進に寄与することを目的としている。

 令和６年度は新たな取り組みとして、生活に困窮し緊急の生活資金を必要としているが、

他の制度では対応できない方へ「緊急生活サポート資金」の払出しを行い、４件の実績があった。

　①預託及び払い出し状況 （単位：円）

件数

R2 33

R3 33

R4 22

R5 22

R6 28

　②払出内容

年月日 件数

6. 4. 2 1

5.10 1

6. 4 1

6.19 1

7.12 1

7.12 1

7.12 1

10.18

10.25

11. 8

12. 4

7. 2.10 1

3.11 1

3.31 1

3.31 1

合計 15

151,920

内容

緊急生活サポート資金（医療費、交通費）

4 80,000 災害見舞金（火災）

18,000
南小地区
地区福祉会チャレンジ補助金

36,266
社会福祉協議会が主催するフードパントリー
で使用する米の購入費用

1564,000

 善意銀行事業サービス区分

件数

13

預託 払い出し

194,612

金額(円) 金額(円)

19,320 緊急生活サポート資金（通勤費）

30,030
みのお子ども食堂ネットワーク事業費
（講師謝礼、子ども食堂マップ印刷費）

5

1,439,000

50,000
豊川北小地区
地区福祉会チャレンジ補助金

緊急生活サポート資金（電気代）

年度

20,000 緊急生活サポート資金（医療費、交通費）

184,231

327,765 4 379,326

7,306

社会福祉協議会が主催するフードパントリー
で使用する米の購入費用

579,573

82,280
災害ボランティアセンター備品購入費用
（投光器４台）

金額(円)

406,754 629,030

社会福祉協議会が主催するフードパントリー
で使用する米の購入費用

47,000

5,140

579,57315348,580
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　③手数料

　④預託金積立状況（期末残高）

オンライン寄附利用手数料

330

996

1,705

　※令和6年度期末残高内訳：善意銀行積立金11,564,279円、普通預金10,430円、
　　未収金30,540円、貯蔵品5,000円（商品券の寄附）

差額

△ 194,704

令和5年度末残高(円)

11,804,953

令和6年度末残高(円)

11,610,249

内容 金額(円)

3,031合計

タクシーチケット利用手数料

為替手数料
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ふれあいホームサービス事業 

住民参加型の相互援助サービスとして、高齢者や障害者のいる世帯、産前産後の家庭などを対

象に、有償ボランティアによる生活支援サービスを実施した。 

令和６年度は、家族や福祉専門職は利用を勧めるも、本人に利用意思はなく継続利用に至らな

かったケースや、「掃除」や「調理」といった家事の一部ではなく、家事全般を希望するケースが

目立った。 

 

（１）新規利用の状況 

①新規利用者 

令和 6年度(名) 令和 5年度(名) 前年比(名) 

83 91 △8 

 

②新規利用者の生活状況内訳 

 在宅 産前産後 子育て中 施設(洗濯) 合計 

人数(名) 77 5 - 1 83 

比率(％) 92.8 6.0 - 1.2 100 

 

③新規利用者の年齢別人数 

 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 

人数(名) 1 3 - 3 5 15 38 18 83 

比率(％) 1.2 3.6 - 3.6 6.0 18.1 45.8 21.7 100 

 

 

（２）協力会員の状況 

①協力会員数（令和７年３月末時点） 

令和 6年度(名) 令和 5年度(名) 前年比 

232 220 12 

※令和６年度新規協力会員は２０名 

 

②協力会員の年齢別人数 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

人数(名) - 4 3 33 40 49 78 25 232 

比率(％) - 1.7 1.3 14.2 17.2 21.1 33.7 10.8 100 

 

 

 

５  ふれあいホームサービス事業サービス区分 
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（３）ふれあいホームサービス月別利用状況  

家事援助の利用割合が高く、人数・件数・時間ともに全体の約７割を占めている。 

   4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
6年度 

実績 

5年度 

実績 

家
事
援
助 

人数 83  89  87  89  88  93  91  88  90  86  84  88  1,056  1,089  

件数 331  367  344  357  330  349  387  332  361  294  308  327  4,087  4,134  

時間 392.5  416.0  386.0  432.5  394.5  405.5  498.5  437.0  454.0  356.0  367.5  410.5  4,950.5  5,189.0  

見
守
り
・
話
し
相
手 

人数 5  5  5  5  5  3  3  4  3  2  2  2  44  22  

件数 26  19  19  19  16  10  10  12  12  4  7  8  162  91  

時間 33.0  11.0  13.5  11.5  8.0  5.0  6.0  8.5  9.0  2.0  7.0  6.0  120.5  71.5  

外
出
の
付
添
い 

人数 1  6  7  4  1  6  3  5  2  3  3  2  43  30  

件数 3  14  13  13  1  16  9  11  10  10  9  6  115  101  

時間 3.0  20.5  23.5  30.0  2.5  32.5  11.5  16.5  19.5  13.5  11.0  6.0  190.0  258.0  

産
前
産
後 

人数 6  2  4  3  3  2  3  2  2  3  2  3  35  57  

件数 29  10  16  12  9  10  8  11  12  7  4  9  137  231  

時間 57.0  20.0  26.5  17.5  15.0  16.0  14.0  17.5  17.0  10.5  8.0  15.0  234.0  383.5  

子
育
て
支
援 

人数 1  3  3  4  2  3  2  3  4  3  3  1  32  31  

件数 1  14  13  14  10  12  12  10  13  12  8  7  126  55  

時間 2.0  24.0  21.5  25.0  17.5  22.0  21.5  18.5  22.5  19.0  14.5  14.0  222.0  51.5  

入
院
入
所
時
の
世
話 

人数 6  6  6  6  4  5  6  7  7  7  7  7  74  82  

件数 24  26  22  20  16  19  26  27  26  28  24  27  285  316  

時間 18.0  21.5  15.5  16.0  15.5  15.5  19.0  18.5  17.5  20.0  16.5  19.5  213.0  422.0  

そ
の
他 

人数 19  28  34  32  20  18  24  24  17  17  13  14  260  246  

件数 99  109  129  129  106  91  96  88  77  52  49  50  1,075  1,100  

時間 90.5  100.5  148.0  134.0  84.0  86.0  112.5  86.0  78.0  50.0  38.0  44.5  1,052.0  892.0  

合
計 

人数 121  139  146  143  123  130  132  133  125  121  114  117  1,544  1,557  

件数 513  559  556  564  488  507  548  491  511  407  409  434  5,987  6,028  

時間 596.0  613.5  634.5  666.5  537.0  582.5  683.0  602.5  617.5  471.0  462.5  515.5  6982.0  7267.5  

※「その他」の具体内容…ゴミ出し、廃品出し、庭関係（草抜き、落ち葉掃き等）、犬の散歩、 

 片付け、衣替え、裁縫、水やり、電球交換など 

〇ワンコイン（３０分以内）  令和６年度実績 1,829回  914.5時間 

令和５年度実績 1,532回  766時間 
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（４）運営委員会（定数：８名）  開催状況 ２回  

年月日 内容 会場 出席者(名) 

6. 7. 26 

・令和5年度ふれあいホームサービス事業について（報告） 

・令和6年度ふれあいホームサービス事業について 

 （意見交換） 

会議室 6 

12.23 

・令和6年度ふれあいホームサービス事業（中間報告） 

・第1回委員会以降の動きと今後の取り組みについて 

 （意見交換） 

会議室 8 

 

（５）講習会の開催（協力会員対象） 

年月日 内容 会場 出席者(名) 

7. 2. 4 
「傾聴について」 

  講師：吹田傾聴「ほほえみ」代表 長谷川美津代氏 
講堂 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報活動 

  ・リーフレット及びチラシの配布 

   （市役所、関係機関、ささえあいステーション職員等から必要に応じて配布） 

  ・東小地区福祉会幹事会にて説明（７月） 

  ・社協公式 LINEによる協力会員募集案内（１２月配信） 

・社協だよりへの協力会員募集記事掲載（５月、２月） 

 

（７）ケース訪問 

ふれあいホームサービス利用者のうち、ケアマネジャーのような福祉専門職による支援を受

けていない定期利用者の自宅をささえあいステーション担当職員とともに訪問し、現在の利用

状況の確認や生活上の困りごとについて丁寧な聞き取りを行った。（対象利用者１９名） 
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日常生活自立支援事業（みのおまかせてねット） 

軽度認知症・知的障害・精神障害などで、意思判断能力に不安を感じている人が地域で安

心して生活を送れるように、また判断能力の低下が原因で福祉サービス利用において不利益

が生じないように相談援助を行った。日常的金銭管理サービスでは日々の生活費の管理を行

い、付随する財産保全サービスでは金融機関の貸金庫を利用した保管を実施した。 

 

（１） 相談・契約準備                                             

令和６年度の相談件数は５４件（令和５年度は３５件）であった。令和６年度は、街かど

デイハウス「ここ茶ろん」や、うつ病家族の会、精神障がい者家族会、大人の広汎性発達障

害家族の会などに積極的に事業の説明を行った結果、相談件数が令和５年度より大幅に増

えた。 

 

（２）契約件数 

認知機能の低下に伴い成年後見制度へ移行する利用者や、自身での金銭管理を希望し解

約に至った利用者がいる一方で、新規利用者の増加に伴い契約件数は増加した。 

                         (件)  ※年度末数値 

年度 認知 知的 精神 合計 新規 解約 

令和 6年度 18 18 21 57 12 11 

令和 5年度 20 19 17 56 13 10 

 

（３）専門員活動件数 

契約前の支援調整や、契約者の状況確認、関係機関との調整やケース会議への参加など、

専門員活動としての相談援助件数。今年度は調整が難航するケースや、公共料金の滞納、

本人が忘れていた負債の返済などの困難な事例が多発し、通常の定期支援以外の支援件数

も増加した。 

昨年度までは、金銭授受に関する面談のみを件数としていたが、今年度は専門員が利用

者と電話で調整した件数や、関係機関との情報共有や調整した件数を含め、また、利用者

に関わる細かいやりとり（訪問・来所日時の確認のみの電話など）についても正確に記録

を取るようにしたため、報告件数としては大幅に増加している。 

                      (件) 

年度 認知 知的 精神 不明ほか 合計 

令和 6年度 2,241 2,218 2,028 0 6,487 

令和 5年度 622 723 641 1 1,987 

 

 

 

６ 日常生活自立支援事業サービス区分 
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（４）専門相談 

   担当者だけでは対応が難しい利用者の対応方法や支援の考え方について、大阪府社会福祉

協議会の権利擁護推進室が実施している「専門相談」を利用した。これは、弁護士会・社会福祉

士会と連携した面談による「専門相談」で、判断能力が十分でない方の困りごとや、成年後見制度

の利用などの相談を受け、弁護士と社会福祉士がアドバイスをいただくものである。 

日付 利用者情報 ケース概要 

6. 6.20 
20代前半 女性 

区分：精神障害 

家族関係が不安定で、家出を繰り返す。自傷行為や問題

行動も多発。 

  8. 1 
20代後半 男性 

区分：知的障害 

窃盗で執行猶予中だが、同じことを繰り返す。 

 11.14 
50代前半 女性 

区分：知的障害 

会って話をすることを拒否している状態。 

 

（５）生活支援員活動件数（利用料反映分） 

契約者に対する面談・電話・金融機関他での代理及び代行行為をカウントした支援件数

は下表のとおり。令和６年度は、認知機能の悪化等による利用者への相談対応の増加や、

現金受け渡しの頻度が増えたことにより、支援実績が増加した。 

                      (件) 

年度 認知 知的 精神 合計 

令和 6年度 666 628 718 2,012 

令和 5年度 574 709 608 1,891 

 

（６）研修の参加状況 

年月日 名称・テーマ 主催 
参加者

(名) 

 

6. 6.11 

18 

日常生活自立支援事業 新任者研修会 

・権利擁護と成年後見制度について 

・契約締結に至るまでの流れと利用者支援の実務 

・精神障がい者、知的障がい者の理解  ほか 

府社協 2 

9. 6 

日常生活自立支援事業 担当者会議 

・講義「罪に問われた高齢者・障がい者への支援」 

・ヒヤリハット事例調査結果報告（専門員編）ほか 

府社協 1 

11. 1 
相続財産清算人等・不在者財産管理人制度に関する

自治体職員向けセミナー 

大阪弁護士

会 
１ 

12. 5 
認知症や障がいがあっても、自分らしい生活を続け

るということ～権利擁護支援の動向とこれから～ 
吹田市社協 １ 

7. 2.28 権利擁護に係る意思決定支援研修会 府社協 １ 
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資金貸付事業 

一時的な理由で生活困窮している世帯に対し、自立支援を目的に資金の貸付を行う事業で

あり、大阪府社協を実施主体として、市町村社会福祉協議会が申請窓口の役割を担ってい

る。 

 令和２年３月２５日から始まり令和４年９月末に受付終了した新型コロナウイルス感染症

特例貸付（以下、コロナ特例貸付）は償還が令和５年１月から始まり、生活に困窮しており

支援が必要と考えられる世帯に対しては貸付フォローアップ支援事業を行っている。 

 

（１）年度内新規貸付決定状況 

＜新規貸付決定状況内訳表＞  

年 度  

資金種別  

令和6年度 令和5年度 

件数(件) 金額(円) 件数(件) 金額(円) 

 生活福祉資金 7  1,731,000  7 4,681,000 

 教育支援資金 4 1,085,000 6 4,100,000 

障がい者用自動車購入経費 1 540,000 1 581,000 

日常生活上一時的に必要な経費 2  106,000  - - 

 総合支援資金 - - - - 

緊急小口資金 7 574,000 9 793,000 

 不動産担保型生活資金 - - - - 

合   計 14 2,305,000 16 5,474,000 

 

（２）相談内訳 

＜貸付に関する相談実績＞ 

年 度 

 資金種別 

令和6年度 令和5年度 

相談者数(件) 相談者数(件) 

生活福祉資金 91 116 

総合支援資金 10 - 

臨時特例つなぎ資金 - - 

緊急小口資金 43 76 

不動産担保型生活資金  1 4 

合   計 145 196 

 

（３）貸付フォローアップ支援 

 コロナ特例貸付の償還開始に合わせ、生活に困りごとがある世帯と関係性をつくり、適切

な社会資源につなぐこと、また必要に応じて生活再建に向けた継続的な支援を行うことを目

的として実施した。 

７ 資金貸付事業サービス区分 
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 借受人の生活に関する困りごとを把握するため、生活相談窓口及びささえあいステーショ

ン職員と連携して電話や訪問等を行い、困窮状態が続いている世帯に対しては償還猶予の手

続き援助のほか、生活相談窓口での就労に向けた継続的な支援や家計改善支援、ささえあい

ステーション職員による地域資源（居場所等）へのつなぎを行った。 

 

【コロナ特例貸付について】 

①概要 

  ・緊急小口資金（コロナ特例）：休業等で一時的支援が必要な人への貸付 

    （金額）最大 20万円 

    （条件）無利子、保証人不要 

  ・総合支援資金（コロナ特例）：生活再建までの生活費用の貸付 

    （金額）最大 20万円×9ヵ月＝180万円  ※延長及び再貸付を含めた金額 

    （条件）無利子、保証人不要 

 ※１世帯 最大 200万円（①＋②）まで貸付申請が可能  

 

②貸付状況（令和６年４月末） 

貸付件数 4,240件 

貸付人数 1,547名 

貸付総額 17億 5,782万円 

 

③借受人の償還状況（令和６年４月末） 

 滞納 免除 償還ほか 合計 

人数 507名 682名 358名 1,547名 

割合 33％ 44.0％ 23％ 100％ 

 

 

【フォローアップ支援状況】 

大阪府社協から提供された償還状況リストのうち滞納者を中心に訪問及び電話、相談会の

開催等により借受人の現状把握に努めた。適切な支援機関や地域資源へのつなぎのほか、住

民税課税世帯のため償還免除にならないが様々な理由により償還が困難な借受人（４３名）

に対しては１年間償還猶予となる申請支援を行った。 

 

①令和６年４月～令和７年３月 訪問および電話連絡 

償還状況が滞納のかたを中心に訪問および電話連絡をした。中には転居していて会え

なかったかた（１５名）、電話が使われていなかったかた（１０名ほど）もいた。もと

もと連絡が取りづらいかたへのアプローチだったこともあり、つながった（会えた）人

数は全体の２割程度であった。 
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 滞納 免除 償還中ほか 合計 

訪問した人数 136名 6名 0名 142名 

 うち会えた人数 10名（7％） 4名（67％） 0名（0％） 14名（10％） 

電話した人数 410名 26名 18名 454名 

 うちつながった人数 99名（24％） 17名（65％） 11名（61％） 127名（28％） 

 

②令和６年１１月 チラシ等送付 

借受人 1,484名（債務整理、死亡等除く）に生活相談窓口、ささえあいステーション

のチラシ等を送付。滞納者（482名）には相談会（フードパントリーあり）のチラシ、

免除・償還中（1,002名）のかたには歳末たすけあい募金配分金申請の案内も併せて送

付した。 

令和 6年 4月末基準 滞納者 免除・償還中ほか 合計 

対象者数 507名 1,040名 1,547名 

  うち発送不可(※) 25名 38名 63名 

発送数 482通 1,002通 1,484通 

  うち返送 121通 68通 189通 

  うち発送完了 361通 934通 1,295通 

（※）発送不可とは、名簿整理以降に、死亡や債務整理によって直接借受人に連絡が取れないかた 

 

〇相談会（フードパントリーあり） 

  滞納者 482名（滞納者 507名のうち発送不可を除いた人数）を対象に相談会を３日間

にわたって開催した。相談者にお米を配布する内容で企画したが申込者は６名だった。

参加者のうち１名は償還猶予申請をし、生活相談窓口が継続的に関わることになった。 

申込人数 参加人数 

6名 5名 

  

〇歳末たすけあい配分金年越し支援金申請 

  免除・償還中の借受人 1,002名に対して案内し、支援金申請時には生活相談窓口の職

員が民生委員との面談に同席した。 

問合せ人数 申請人数 

23名 12名 

 

③令和７年３月１５日 フードパントリー 

借受人 1,295名（債務整理、死亡等、１１月のチラシ送付で宛先不明で返ってきたか

たを除く）を対象として、フードパントリーを実施。９８名の申込があり８５名が参加

した。１１月の相談会では「相談会」として案内をした結果、申込数が少人数であった

ことを踏まえ、３月は「食料品配布」として広報を行い申込者の拡大を目指した。 
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＜参加者内訳＞ 

 全体 滞納者 その他（免除、償還中等） 

申込人数 98名 35名 63名 

参加人数 85名 25名 60名 

    

参加者８５名のうち生活相談窓口で支援をしたことがある人数は２１名であり、その

他の６４名については今回のイベントがつながるきっかけとなった。なお、参加者８５

名に対しては生活に関する困りごとについてのアンケートも実施した。（回答８１名） 

 

＜アンケート結果＞ 

現在、生活に関する困りごとはありますか。（複数回答可） 

経済的なこと 仕事のこと 健康のこと 家族関係のこと 子どものこと 

42 11 16 7 9 
     

介護のこと 障害のこと ひきこもりや不登校のこと 特にない  

7 7 3 18  

 

≪フォローアップ支援から見えた借受人の状況≫ 

  話が聞けたかたの中には、「困りごとはあるがどこに相談してよいか分からないか

た」「自ら動き出すことが困難なかた」も含まれており、支援機関として積極的にアウ

トリーチする必要性を改めて感じた。また、実施したイベントについては、「相談会」

として案内した１１月と、「食料品配布」として案内した３月では申込者が約１２倍に

増えており、「相談すること」の心理的なハードルの高さを物語る結果であった。来年

度以降は一層、「気軽につながることができる工夫」に力を入れる必要があると考え

る。 

 

（４）研修・会議の参加状況 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 4.17 生活福祉資金新任職員研修 府社協 1 

5.13 コロナ特例貸付にかかる担当者会議 府社協 1 

6.21 面談相談援助技術基礎講座 府社協 1 

10. 8 生活福祉資金担当者職員研修 府社協 1 

11.19 生活福祉資金担当者会議（オンライン） 府社協 3 

7. 2.28 第 2回コロナ特例貸付にかかる担当者会議 府社協 2 
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地域包括支援センター事業（受託事業） 

担当圏域（萱野北小、萱野東小、豊川南小）の高齢者が住み慣れた地域でその人らしい尊

厳のある生活を継続できるように包括的及び継続的に支援した。 

三職種（保健師、主任介護支援専門員、社会福祉士）、プランナーともに欠員なく業務を遂

行した。 

年度末に市内３ヵ所の居宅介護支援事業所が廃業、休業することとなり、要支援・要介護

ともに担当ケアマネジャーを探すことが難しくなっている。 

 

（１）総合相談支援 

高齢者の日常生活での困りごとへの相談への対応、支援件数。 

 高齢化率に伴い全体として増加傾向である。 

＜相談方法＞ 

相談方法 
※重複あり 

令和 6年度 令和 5年度 

件数（件） 比率（％） 件数(件) 比率(％) 

来所・窓口 315 5.6 266 5.7 

電話 3,976 70.8 3,203 68.0 

訪問・出張 1,252 22.4 1,154 24.6 

その他 68 1.2 80 1.7 

合計 5,611 100.0 4,703 100.0 

 

＜相談経路＞ 

相談経路 
※重複あり 

令和 6年度 令和 5年度 

件数(件) 比率(％) 件数(件) 比率(％) 

本人・家族 3,685 52.9 3,101 50.7 

民生委員等 77 1.1 92 1.5 

近隣住民 119 1.7 85 1.3 

介護支援専門員 1,244 17.8 1,061 17.3 

サービス事業者 664 9.5 592 9.7 

市町村関係部署 397 5.7 395 6.5 

医療機関 414 6.0 432 7.1 

ささえあいステーション 63 0.9 67 1.1 

消防・警察 26 0.4 21 0.4 

弁護士・司法書士 12 0.1 42 0.7 

ほか地域包括支援センター 17 0.2 23 0.4 

その他 260 3.7 201 3.3 

合計 6,978 100.0 6,112 100.0 

８ 地域包括支援センター事業サービス区分 
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＜相談内容＞ 

相談内容 
※重複あり 

令和 6年度 令和 5年度 

件数(件) 比率(％) 件数(件) 比率(％) 

介護相談・介護者支援 2,529 20.0 2,053 18.3 

介護保険サービス 2,910 23.0 2,206 19.7 

ケアプラン 604 4.8 553 4.9 

認定申請 1,287 10.2 1,092 9.7 

高齢者虐待 101 0.8 131 1.2 

権利擁護（成年後見・消費者被害） 42 0.3 111 1.0 

医療・保健福祉サービス 2,084 16.5 1,313 11.7 

一般介護予防 54 0.4 98 0.9 

生活上の相談 507 4.0 813 7.3 

総合事業関係 369 3.0 561 5.0 

認知症 1,143 9.0 935 8.3 

安否確認 280 2.2 300 2.7 

介護離職防止 16 0.1 103 0.9 

ケアマネらの総合相談 196 1.5 279 2.5 

ケアマネらの支援困難 240 1.9 282 2.5 

地域支援事業 21 0.2 11 0.1 

その他 259 2.1 368 3.3 

合計 12,642 100.0 11,209 100.0 

 

＜地域別状況＞ 

校区 地域 
令和 6年度 令和 5年度 

件数 
(件) 

実人数 
(名) 

訪問回数
(回) 

件数 
(件) 

実人数 
(名) 

訪問回数
(回) 

豊川南 

小野原東 903 136 240 895 133 206 

小野原西 544 56 113 374 63 57 

粟生新家 67 12 10 46 10 13 

萱野北 如意谷 1,696 198 371 1,372 201 395 

萱野東 

船場東 248 26 54 109 26 18 

石丸 381 73 85 307 41 64 

外院 579 72 125 447 61 128 

白島 174 42 31 204 54 43 

西宿 354 60 57 492 67 138 

今宮 533 82 155 316 43 84 

その他 他市 132 79 11 102 29 8 

合計 5,611 836 1,252 4,664 728 1,154 
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（２）介護予防ケアマネジメント 

要介護状態になる恐れがある高齢者に対して介護予防プランを作成し、利用者ができるこ

とを利用者とともに発見し、利用者の主体的活動と生活の質の向上を促した。 

＜介護予防給付・総合事業管理数＞ 

 介護保険認定で要支援１、２と認定されたかたへのプラン件数。訪問介護・通所介護の

み利用する人については、介護予防給付から「みのおあんしん生活サポート事業（介護予

防・日常生活支援総合事業）」の利用となる。 

 一部の居宅介護支援事業所が法人の方針で要支援の受託を見送る方針を立てており、委

託件数は減少している。 

区分 直轄・予防(件) 直轄・総合(件) 委託(件) 合計(件) 委託割合(%) 

4月 68 62 120 250 48.0 

5月 68 61 120 249 48.1 

6月 65 64 118 247 47.7 

7月 73 66 111 250 44.4 

8月 76 62 116 254 45.6 

9月 77 62 109 248 43.9 

10月 67 54 116 237 48.9 

11月 71 61 116 248 46.7 

12月 71 54 116 241 48.1 

1月 72 51 113 236 47.8 

2月 72 55 111 238 46.6 

3月 74 54 123 251 49.0 

合計 854 706 1,389 2,949 47.1 

令和 5年度 782 706 1,427 2,915 48.9 

前年度比 直轄件数  72件増（介護予防給付＋総合事業） 

      委託件数  38件減（給付管理）        合計 34件増 

 

（３）権利擁護 

高齢者虐待への対応・予防及び成年後見制度や日常生活自立支援事業などへの利用支援

を行い、問題を抱える高齢者が自らの権利を理解し行使できるように専門性に基づいた支

援を行った。 

①高齢者虐待への対応 

虐待受付 ３件 

コアメンバー会議 ４回  

※虐待ケースへの対応や終結を市職員交え検討する会議 

※令和５年度末に虐待受付、令和６年度にコアメンバー会議を実施したケース １件 

市高齢者虐待レビュー会議への参加 ３回 
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消費者被害防止の取り組み 

・消費生活センター職員から消費者被害の状況、センターの対応など学ぶ 

 

（４）地域包括支援ネットワークの構築 

①地域ケア会議の開催 

ケアマネからの相談を受けて個別支援版の会議を開催し、サービス利用を拒絶する利

用者への対応や認知症により外出先で警察に何度も保護されるなどの困難事例について

解決に向けて多職種で話し合った。 

・個別版地域ケア会議（関係機関と課題分析と方向性を検討） ４回開催 

 （出席者）本人、家族、担当ケアマネ、医師、後見人、介護サービス事業所、 

市地域包括ケア室、社協職員、民生委員等 

・箕面市地域ケアレビュー会議への参加 ３回 

 ②関係機関や地域住民とのネットワークづくり 

  ・圏域事業所ネットワーク会議 

    圏域内の介護事業所を対象に、顔の見える関係づくりとチームでの取り組みの必要

性を確認する目的で開催を企画した。（第２回、第３回は東部包括と合同で開催） 

年月日 内容 会場 参加者 

第 1回 

6. 6.21 

2024年の介護保険制度改定が利用者、事業所に

及ぼした影響について各事業所より発表 

市民活動センター 

多目的室 

19 

事業所 

第 2回 

6.11.20 

難病（ALS）の方の理解と支援 

～在宅生活における問題点～ 

講師：当事者家族 

あゆみ居宅介護支援事業所 

 ケアマネジャー 長谷川氏 

市民活動センター 

多目的室 

26 

事業所 

第 3回 

7. 3.19 

重層的支援体制整備事業 

～分野を超えた連携に向けて～ 

講師：市地域包括ケア室 室長補佐 中野氏 

市民活動センター 

多目的室 

24 

事業所 

 

  ・地域団体、関係機関の会合等へ参加 

 名称 
参加回数

(回) 

地
区
活
動

へ
の
参
加 

民生委員地区会（萱野東・萱野北・豊川南） 3 

小地域ネットワーク会議（萱野北・豊川南） 6 

いきいきサロン・カフェ（萱野東・萱野北・豊川南） 49 

出
前

講
座 

大阪信用金庫 出張相談会（年金支給月に開催） 6 

認知症サポーター養成講座（萱野北小地区福祉会） 1 
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関
係
会
議
へ
の
参
加 

地域密着型サービス等運営推進会議 7か所 

（華の家、アケソニア、巽、ひかり、あすか箕面、楽園、樹楽箕面） 
9 

生活困窮者自立支援推進協議会 

（全体会 2回、部会 1回） 
3 

ささえあい推進会議（萱野東・萱野北・豊川南） 

※内 2回は萱野東（石丸と西宿）の特定エリアの会議 
5 

地域包括支援センター連絡会（全体会議）  12 

元気サポート会議 4 

専門職会議 

（保健師・看護師 2回、主任ケアマネ 4回、社会福祉士 5回） 
11 

地域ケア会議レビュー会議 3 

虐待レビュー会議 3 

ケアマネ連絡会役員会（毎月） 12 

多職種医療連携会議 3 

包括意見交換会 12 

医療介護連携会議 6 

介護サービス評価専門員会議 2 

箕面市認知症施策推進会議 1 

 

（５）認知症カフェ 

令和６年度から包括職員（専門職）が認知症カフェを定期開催することが箕面市の高齢福

祉計画の中に定められた専門職型の認知症カフェとして、学びの場と当事者が気軽に参加で

きる場を目的に実施。 

また、認知症の啓発活動 RUN 伴に対し、市内 5 包括として企画・運営の協力を行った。 

 

オレンジカフェ太陽 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

6. 4.23 施設職員さんより認知症のかたへの声かけ 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
9 （2） 

6.26 認知症の方への訪問看護 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
16（0） 

8.28 高齢者のお口の健康について 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
18（2） 

10.23 福祉用具について 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
9（6） 

12.25 介護保険について 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
13（2） 
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7. 2.26 
知っておきたい認知症のこと 

～訪問看護師より 

豊川南小コミセン 

太陽の家 
7（1） 

（）内は認知症当事者 

オレンジカフェ“かやの” 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

6. 5.28 認知症について 
Q,sモール 

Q,sリビング 
19（3） 

7.24 訪問看護について 
Q,sモール 

Q,sリビング 
16（6） 

9.25 日常生活でも工夫次第でフィットネス 
Q,sモール 

Q,sリビング 
17（7） 

11.27 お口の健康について 
Q,sモール 

Q,sリビング 
12（5） 

7. 1.22 福祉用具について学ぼう 
Q,sモール 

Q,sリビング 
8（3） 

3.26 脳活性化ゲーム 
Q,sモール 

Q,sリビング 
16（9） 

（）内は認知症当事者 

ルミナスオレンジカフェ 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

6. 9.12 認知症カフェとは 
ルミナス四番街 

集会所 
11 

（）内は認知症当事者 

RUN伴 2024 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

6.10.26 

RUN伴 2024 

（タスキをつなぎながら走る認知症啓発 

 イベント） 

市内各拠点 45  

 

（６）研修の参加 

 包括新任職員向けの研修など例年あるものに加えて、障害部門との勉強会や居住支援につ

いての準備会など、例年にない取り組みや研修にも参加した。 

・外部研修 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

6. 3 高齢者虐待研修（基礎研修） 府高齢福祉室 1 

6.20 
市立病院多職種連携研修会 

 ACPと終末期の救急搬送の取り組み 
市立病院 3 
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6.25 権利擁護実務初任者研修会（基礎編） 府高齢福祉室 1 

7.18 歯科と介護の連携 市歯科医師会 1 

7.24～ 

26 

地域包括支援センター新任研修（全 2回） 

 地域包括支援センターの役割など 

市地域包括ケア

室 
1 

7.25 認知症キャラバンメイト養成研修 府高齢福祉室 1 

7.31 地域包括支援センター職員基礎研修（配信） 
長寿社会開発セ

ンター 
1 

8. 7 

～8 

地域包括支援センター職員基礎研修（全 2回） 

 総合相談、権利擁護等 

長寿社会開発セ

ンター 
1 

8.15 擁護者による虐待研修 府高齢福祉室 1 

8.21 
主任ケアマネ連絡会合同研修会 

 障害福祉サービスと種類等 

市ケアマネ連絡

会 
2 

9. 5 
市立病院多職種連携研修会 

 在宅での栄養について 
市立病院 1 

9.11 
多職種連携研修会 

 在宅医療における栄養ケアの取り組み 
市医師会 3 

9.11 

～12 

地域包括支援センター新任職員研修（全 2回） 

 地域包括支援センターの役割など 

市地域包括ケア

室 
1 

9.26 
主任ケアマネに向けて定期研修会 

 ヤングケアラー、引きこもりについて 

市ケアマネ連絡

会 
1 

10.12 
在宅医療後援会 

 在宅医療における BCPについて 
市医師会 3 

11. 5 
主任ケアマネ専門職域会議研修会 

 障害相談支援事業所とのグループワーク 

市内包括 

主任ケアマネ 
2 

11.15 
社会福祉士専門職域会議研修会 

 消費者被害に関する勉強会 

市内包括 

社会福祉士 
3 

12. 7 

多職種連携会議 

 救急現場での現状と救急活動プロトコル改訂

について 

市医師会 3 

12.22 自主防災行動計画を活用したケアプラン作成 
大阪介護支援専

門員協会 
1 

7. 1.22 
介護予防ケアマネジメント研修 

 介護予防ケアマネジメントに関すること 
府高齢福祉室 2 

2.19 
医療研修会 

 大腿骨警部骨折について 

市ケアマネ連絡

会 
3 

2.20 
ケアプラン点検研修会 

 箕面市のケアマネジメントに関する課題等 

市介護・医療・年

金室 
1 
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2.28 
権利擁護に係る意思決定支援研修会 

 意思決定支援の必要性等 
府社協 1 

3.10 
居住支援勉強会 

 居住支援事業について、グループワーク等 

箕面市居住支援

協議会設立準備

室（ひじり福祉

会） 

1 
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生活困窮者自立支援事業（受託事業） 

 

（１）相談支援の状況（自立相談支援事業、家計改善支援事業、就労準備支援事業） 

①新規相談件数 

令和６年度は、令和５年度に比べて新規相談件数は少なかった。新型コロナウイルス

感染症特例貸付（以下、コロナ特例貸付）借受人へのフォローアップ支援事業の一環とし

て、課題を抱えた対象者へ電話や訪問、食料配付イベントといったアプローチを行った。 

 

 ＜新規相談＞                        (件) 

 令和 6年度 令和 5年度 

新規相談受付件数 472 546 

対応 

内訳 

支援決定※1 159 235 

相談・情報提供のみ 274 279 

ほか機関・ほか制度につなぐ 39 32 

支援 

内容 

自立相談支援プラン 106 162 

家計改善支援プラン 66 57 

就労準備支援プラン 55 50 

住居確保給付金※2 3 5 

※1 支援プラン作成の同意を得るための支援も含む。 

※2 離職等により住居を失う恐れが高い人に求職活動を要件に、家賃額（上限あり）を一定

期間支給（収入や資産の上限あり） 

 

 ＜相談者年代＞           (件) 

年代 令和 6年度 令和 5年度 

～19歳 11 10 

20代 51 58 

30代 58 61 

40代 72 77 

50代 97 101 

60代 51 63 

70歳～ 111 128 

不明 21 48 

合計 472 546 

 

 

 

９ 生活困窮者自立支援事業サービス区分 
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＜相談者性別＞           (件) 

 令和 6年度 令和 5年度 

男性 243  281 

女性 227  265 

不明 2  0 

合計 472  546 

  

 ＜相談者居住地区＞                            (件) 

居住地区 令和 6年度 令和 5年度 居住地区 令和 6年度 令和 5年度 

彩都 4 4 中 41 47 

豊川北 49 43 箕面 35 46 

東 41 48 西 38 29 

豊川南 25 39 南 28 39 

萱野東 42 59 西南 56 51 

萱野北 25 27 止々呂美   6 6 

萱野 37 51 市外または不明   15 31 

北 30 26   合計 472 546 

 

②支援による状況の変化 

自立相談支援プランにより支援した 235名のプラン数 292件のうち、状況変化があっ

たのは 390項目だった。なお、自立への課題が解決していない相談者に関しては、モニ

タリングを行い継続して支援を行っている。 

 

変化項目 項目数(個) 変化項目 項目数(個) 

医療機関の受診開始 8 生活習慣の改善 1 

健康状態の改善 13 対人関係･家族関係の改善 9 

障害手帳取得 2 自立意欲の向上･改善 24 

住まいの確保・安定 11 孤立の解消 10 

生活保護の適用 7 精神の安定 12 

家計の改善 20 家計管理状況の把握 33 

債務の整理 22 家計管理の重要性の認識 10 

職場定着 22 支出の優先順位付け 4 

就職活動開始 14 家計の範囲内での支出 15 

職業訓練の開始、就学 4 家計管理の見通し 3 

社会参加の機会の増加 20 その他 67 

                                   ※重複あり 
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③継続的支援事業 

令和６年４月から市から事業受託を行い、アウトリーチを目的として事業を実施してい

る。本事業として、生活相談窓口で相談を受けた中で本人同意を取り付けるまでの関わり

が必要なケースへの電話連絡や訪問等や、コロナ特例貸付利用者に対する貸付フォローア

ップ支援事業を実施した。課題がある本人へつながった場合や、転居等によりこれ以上は

追うことができない場合は支援を終結とした。 

（件） 

対象者 新規 終結 

生活相談窓口把握 120 34 

貸付フォローアップ 580 295 

合計 700 329 

 

（２）生活困窮者自立支援推進協議会の開催 

庁内外の支援機関による早期の支援が届くよう、各窓口の制度や役割を確認するととも

に、スムーズな連携が図れるネットワーク形成を目的として協議会を開催した。 

協議会は全体会と部会で構成されており、行政からは教育委員会や健康福祉部、市民サ

ービス政策室、債権管理機構等、他には学校や高齢者くらしサポート、相談支援事業所な

どの障害福祉サービスの各事業所が参画し、会議内で出席者同士の意見交換等を行った。 

 

①全体会 

生活困窮者等が抱える多様で複合的な問題について、関係機関等が連携できるよう情

報共有、関係づくりを行うとともに、これまで取り上げた検討課題の進捗確認と、今年

度に行う部会の検討内容についての共有と決定と取りまとめを目的として全体会を開催

した。 

なお、全体会は令和５年度まで年１回開催であったが、令和６年度は年度内の報告と次年

度の検討等を目的とした会議を増やし、年２回開催した。 

年月日 内容 会場 参加者(名) 

6. 7.10 

・生活相談窓口の相談支援の状況報告 

・前年度までの検討課題等の進捗状況について 

・部会での検討課題について 

講堂 63 

7. 2. 3 

・生活相談窓口の相談支援の状況報告 

・部会報告について 

・関係機関からの報告と意見交換 

講堂 52 

 

②多機関連携部会 

関係機関同士の情報共有により、既存の相談体制や社会資源の全体像を共有するとと

もに、相談機能の向上と連携の強化、担当職員の資質向上、必要とされる社会資源の顕在
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化を目的として多機関連携部会を開催した。 

年月日 内容 会場 参加者(名) 

6. 8.27 

・令和 5年度 多機関連携部会の報告 

・インテーク（初回面接）についての講義（事例検討含） 

・各機関の役割の共有と意見交換 

講堂 53 

10.22 
・第１回部会の振り返りについて 

・事例発表と各機関の役割共有、意見交換 
講堂 44 

 

③福祉と教育の連携部会 

福祉部門と教育部門の関係機関同士の情報共有や意見交換を行い、既存サービスや社

会資源の共有をするとともに、未成年がいる生活困窮世帯等の支援体制や制度について

検討することを目的として福祉と教育の連携部会を開催した。 

年月日 内容 会場 参加者(名) 

6. 9.13 
・学力保障・学習支援事業の紹介、関係機関からの報告  

・福祉と教育の連携などについての意見交換 
講堂 31 

11.8 

・第 1回部会の報告及び意見交換 

・各機関から出た福祉と教育の連携について「悩んだこ

と、困ったこと、うまくいったこと」を共有。テーマ

別意見交換 

講堂 32 

 

（３）就労準備のための支援 

①グループワーク 

就労経験がない、または少ない人を対象に、就労に向けたグループワークを開催した。

他者とのコミュニケーションが苦手な人、苦手意識のある人がほとんどであるため、ま

ずは苦手意識が少しでも克服できるよう、コミュニケーションの積み重ねを目的とした。

参加者の様子を見ながら、支援員が意図的に介入することで少しずつ参加者同士の関わ

りが生まれるようになった。 

年月日 テーマ 参加者 

6. 5.31 自己紹介、フリートーク 2名 

6.28 健康についての講座（地域保健室）、ラジオ体操 4名 

7.26 ボードゲーム（人生ゲーム）、パズル（積み木パズル） 4名 

9. 6 カードゲーム（Ito）※天候不良のため８月延期分 4名 

 9.27 ボッチャ（東コミスポ） 5名 

10.25 テレビゲーム（Nintendo Switch） 5名 

11.29 パズル（タングラム） 5名 

12.27 クイズ（干支当て）、テーブルゲーム（ジェンガ、〇×ゲーム） 6名 

7. 1.31 ボードゲーム（ライフリテラシー）、カードゲーム（トーキングゲーム） 5名 
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2.28 ボッチャ 6名 

3.26 振り返り、テーブルゲーム（ジェンガ） 5名 

 

②履歴書・面接の指導（のべ３名参加） 

面接の指導は無かったが、履歴書作成については延べ３名の指導を実施した。履歴書

作成の指導をした３名のうち２名は就職に繋がり、現在も就労を継続している。指導を

実施した３名は全員が過去に就労経験があったが、長年に渡り就労の機会が無い相談者

だったため、履歴書作成に不安が大きかったため指導に至った。 

 

③職場見学・体験 

株式会社 hitotokiが経営しているローソンが新たによりそい隊に登録され、令和６年

度の職場見学・体験を受け入れる事業所は２９事業所となった。令和６年度は５名が稲

デイサービスセンター・箕面市立介護老人保健施設・ASA小野原店・ハウスビルシステム・

ローソン小野原店の計５事業所で職場見学・体験に参加され、うち３名は就労に繋がる

ことができた。 

 事業所数 参加人数 就労に繋がった人数 

見学のみ 2事業所 2名 2名 

見学・体験 3事業所 3名 1名 

 

④認定就労訓練事業の実施 

すぐに一般就労ができない相談者を対象に、大阪府から認定を受けた事業所で認定就

労訓練事業を利用した。令和６年度は当社協で介護補助業務の内容で１名、大阪府社会

福祉事業団で事務補助業の内容で１名が利用した。 

 市内認定事業所数 利用事業所数 利用人数・回数 

令和 6年度 9事業所 2事業所 2名 28回 

令和 5年度 9事業所 1事業所 1名 18回 

 

 

（４）ひきこもり当事者の家族への支援 

ひきこもり家族のつどい 

ひきこもり状態の家族を持つ人同士が集まり、「情報の共有と家族同士のつながりづく

り」「当事者とのかかわりかたの参考にしてもらう」「自分の気持ちを出せる場、息抜きや

リラックスできる場」を目的に奇数月に定期開催した。年度途中から運営マニュアルの

整備を図り、参加者が主体的に参加できるつどいとなるよう検討を進めている。 

年月日 6. 5.20 7.10 9. 9 11.11 7. 1.20 3.10 

家族数(家族) 8 9 7 8 11 6 
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（５）市内のひきこもりに対する理解を広げる取り組み 

ひきこもり支援の講演会 

参加者にひきこもりについての理解を深めてもらうこと、地域（人、場所）を通してひ

きこもりのサポートができること、ひきこもりの当事者・家族が相談する場所があるこ

とを伝えることを目的として講演会を開催した。また、２月の社協だよりでは、講演会の

内容を含むひきこもりについての特集記事を掲載した。 

年月日 内容・講師 会場 参加者(名) 

6.11. 9 

講演会「ひきこもりのサポートを考える」 

～まわりの人ができる、ひきこもりの人へのサポートとは～ 

内容：これからのひきこもり支援に必要なこと（居場所・人な

ど）について 

講師：大阪経済大学 人間科学部人間科学科 岩田光宏氏 

   当事者サポートボランティア 2名 

講堂 55 

 

（６）貸付フォローアップ支援事業との連携 

コロナ特例貸付の償還猶予申請にあたって、生活相談窓口から償還猶予の必要性を記載

した意見書の作成を行った。（令和６年度：４３件） 

また、償還滞納者等 580 名に対して、アウトリーチとして電話連絡や訪問等により困り

ごと等を聞き取り、経済的困窮等に関する課題があった相談者に対しては面談を行った。 

また、電話等では連絡がつかない対象者も多いことから、償還滞納者を対象としてお米

プレゼントを兼ねて「相談会」を開催した。令和７年３月には借受人 1,295名（債務整理、

死亡等、１１月のチラシ送付で宛先不明で返ってきたかたを除く）に「食料品配付」を実

施。「相談会」はせずにお米配付のみで簡単なアンケートを実施した。参加した８５名のう

ち、これまで支援プランの作成をして関わっていたかた２１名を除いた６４名と新たにつ

ながることができた。 

（名） 

 

11月「相談会」 3月「お米配付」 

案内先 申込数 参加数 
関わり

あり※ 
案内先 申込数 参加数 

関わり

あり※ 

借受人 484 6 5 1 1,295 98 85 21 

 滞納者 484 6 5 1 361 35 25 5 

 その他 - - - - 934 63 60 16 

※支援プランを作成して関わったことがあるかた 

 

（７）校区担当者会議の開催（７～８月） 

専門職の地域ネットワークの取り組みとして、生活圏域単位で開催した。 

高齢（地域包括）、障害（基幹相談）、児童（児相・スクールソーシャルワーカー）、生活
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困窮（生活相談窓口）、地域支援（ささえあいステーション）の校区担当者が一堂に会し、

それぞれの取り組みや問題意識を共有した。 

年月日 圏域（小学校区） 参加者(名) 

6. 7.24 西部圏域（箕面、西） 17 

7.29 中西部圏域（萱野、北、中） 17 

7.29 北部・西南圏域（南、西南、止々呂美） 17 

8. 6 中東部圏域（豊川南、萱野東、萱野北） 19 

 8. 7 東部圏域（彩都、豊川北、東） 16 

 

 

（８）研修の開催、参加状況 

  実地研修に加えて、オンラインでの研修も含めて、積極的に参加するように努めた。 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

6. 6.21 

面接相談援助技術基礎講座 

・コミュニケーションの基礎、きく実習、援助的コミ

ュニケーションとは 

 講師：関西学院大学 教授 川島惠美氏 

府社協 1 

9.10 

包括的支援体制構築推進事業 第 1回全体研修会 

・講演 

「包括的支援体制の基本理解：地域福祉の視点から」 

 講師：関西大学 人間健康学部長 所めぐみ氏 

・パネルディスカッション、ワークショップ 

府地域福祉

推進室 
1 

10.24 

市町村就職困難者就労支援担当職員等研修会 

・就職困難者就労支援について 

・各機関同士での意見交換 

府商工労働

部 
2 

10. 3 

ほか 

1日間 

家計改善支援員養成研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・家計改善支援事業について 

全社協 1 

11. 7 

ほか 

1日間 

就労支援員・就労準備支援事業従事者養成研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・就労支援、就労準備支援事業について 

全社協 1 

12. 4 

ほか 

1日間 

相談支援員初任者研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・相談支援員の基礎知識 

全社協 1 

12.15 

ほか 

1日間 

一時生活支援事業研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・一時生活支援事業について 

全社協 1 
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7. 1.10 

居住支援法人実践研修会 

・困難を抱える入居支援の円滑な進め方について 

 講師：エルズサポート㈱ 大阪支店長 平野俊氏 

府社協 

老人施設部

会 

1 

1.16 

ほか 

1日間 

生活困窮者自立支援制度における近畿ブロック研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・就労準備支援事業、家計改善支援事業について 

生活困窮者

自立支援全

国ネットワ

ーク 

1 

2.20 

生活困窮者自立支援制度豊能・三島地区研修 

・生活困窮を支える地域と担い手 

 講師：追手門学院大学 教授 古川隆司氏 

茨木市 1 

3.18 

豊能・三島ブロック CSW連絡協議会 

・司法書士業務を通して見た権利擁護について 

 講師：成年後見センター・リーガルサポート大阪 

支部 豊能ブロックリーダー 中西博之氏 

市地域包括

ケア室 
1 

3.24 

『子ども若者の「死にたい」とどう向き合う～若者の

声から学ぶ』セミナー 

・子ども・若者の希死念慮につながる生きづらさと 

社会構造について 

講師：NPO法人 地域生活支援ネットワークサロン 

代表 日置真世氏 

NPO 法人暮

らしづくり

ネットワー

ク北芝 

1 
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居宅介護支援事業 

在宅生活を送られている要介護認定者と要支援認定者に対して、ご本人やそのご家族が地

域で安心して暮らせるよう介護サービスを活用した居宅サービス計画（ケアプラン）の作成

や相談支援を行った。また市委託による認定調査も実施している。更に、介護保険だけでは

対応できないご利用者やご家族に対しては、日常生活自立支援事業、生活困窮者自立支援事

業等の地域福祉サービスと連携を取りながら支援を行った。  

その他、災害に備えた箕面市個別避難計画や社協独自の取り組みに協力も行っている。 

 

（１）レセプト請求実績 

 令和6年度 令和5年度 

月 要介護(件) 要支援(件) 合計(件) 要介護(件) 要支援(件) 合計(件) 

4 150 44 194 157 39 196 

5 151 41 192 161 39 200 

6 156 43 199 161 38 199 

7 152 40 192 150 41 191 

8 156 39 195 150 43 193 

9 158 39 197 143 41 184 

10 150 44 194 154 43 197 

11 151 40 191 154 41 195 

12 154 41 195 152 41 193 

1 158 42 200 150 44 194 

2 150 39 189 150 44 194 

3 148 41 189 151 41 192 

合計 1,834 493 2,327 1,833 495 2,328 

平均 153 41 194 153 41 194 

 

（２）認定調査実績 

 箕面市(件) 市外(件) 

令和 6年度 84 - 

令和 5年度 96 - 

 

 

 

 

 

 

10 居宅介護支援事業サービス区分 

69



（３）研修の開催、参加状況 

専門性の高い人材を確保し、質の高いサービスを提供することを目的とした体制を確保

するため、各介護支援専門員が個別具体的な計画を定めて研修を実施した。 

①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

 

6. 8.23 

10.31 

地域包括主任ケアマネ勉強会 

・日常業務の情報共有とグループワーク 

・意思決定支援 

中西部 

地域包括 

2 

2 

6. 6.19 

 9.18 

12.18 

7. 3.19 

多職種連携元気サポート会議 

・各回 事例検討会 

市地域包括 

ケア室 

2 

2 

2 

3 

 

6. 5.24 

7.26 

7. 2.19 

3.14 

ケアマネ連絡会 

・総会、記念講演（大道芸 たっきゅう氏） 

・生活困窮者自立支援事業（市社協 赤木氏） 

・医療研修（しばの整形外科 医師 柴野氏） 

・定期研修（うえたひろ在宅歯科 医師 上田氏） 

市ケアマネ 

連絡会 

5 

4 

3 

1 

 

6. 7.19 

11.15 

中西部圏域ネットワーク会議 

・精神疾患ケースの支援 

・免許返納・家族の支援 

中西部 

地域包括 

 

3 

3 

 

6. 8.29 

 10.21 

 

 

11.30 

 

居宅事業所共同研修 

・感染症 BCP 訓練 7 事業所 20 名 

・パーキンソン病について 

  講師：オーガニッククリニック 

理学療法士 大場氏 

・薬剤師より 

  講師：船場西薬局 薬剤師 今西氏 

市内 7事業

所共同実施 

5 

2 

 

1 

 

②内部研修 

開催数 テーマ 

毎週水曜日 30分 

全 49回 

・法令遵守 

・感染症 

・困難事例 

・プライバシー保護 

・ハラスメント 

・地域の社会資源 

・ケアマネジメント技術 

・苦情（内容と改善点） 

・業務継続計画   ほか 
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ホームヘルプ事業 

ホームヘルパーを派遣し、利用者が自立した生活を安心して営めるようにサービスを提供

した。職員のけがや退職などが重なり新規の受け入れは制限を行う状況であったが、下半期

以降は職員を採用し、体制を整えることができた。しかし、すぐに利用者の新規利用者の受

け入れは難しく利用者回数は上がらなかった。 

 

（１）ホームヘルプサービス派遣実績 

区分 

介護保険 
 介護予防・

総合事業 

居宅介護・同行援

護・重度訪問介護 
移動支援 合計 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

6年度 9,658 7,760 1,805 1,351 6,872 6,471 936 2,946 19,271 18,529 

5年度 14,209 11,600 1,793 1,324 8,834 8,168 1,043 3,248 25,879 24,340 

比較 △4,551 △3,840 12 27 △1,962 △1,697 △107 △302 △6,608 △5,811 

 

（２）研修の開催、参加状況 

 ①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 5.24 

床からの立ち上がり介助 

講師：篤友会オーガニッククリニック 

   理学療法士 大場氏 

訪問介護事業所連

絡会 
１ 

6. 3 喀痰吸引研修  
特定非営利活動法

人 CIL豊中 
１ 

6.21 
自宅でできるセルフケア 

講師：みやさこ整骨院 端氏 

訪問介護事業所連

絡会 
１ 

7.22 全身性障がい者ガイドヘルパー 
福祉のキャリアカ

レッジ大阪校 
１ 

7. 1.21 意思決定支援を考える 
大阪府社会福祉事

業団 
１ 

2.14 介護報酬加算について 大阪介護福祉士会 １ 

2.21 複合化家庭の支援、多世代支援の連携方法 中西部地域包括 １ 

3.18 適切な事業所運営について 大阪介護福祉士会 １ 

 

 

 

 

11～15 訪問介護事業・障害居宅介護事業サービス区分等 
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②内部研修 

年月日 名称・テーマ 参加者(名) 

6. 4.18 障がい者虐待・身体拘束防止 23 

5.16 
接遇、マナー、傾聴、利用者との信頼関係を構築するためのコミ

ュニケーション方法を習得する 
21 

6.20 車利用ルール、熱中症予防、感染予防 23 

7.18 脱水、嚥下障害、転倒の発症リスク 23 

8.15 苦情・ヒヤリハットの事例検討会 21 

9.18 災害対策 BCP 21 

10.17 交通安全、事故が起きたときの対応方法 21 

11.21 事例検討会、ハラスメント対策 21 

12.19 認知症について 25 

7. 1.16 移乗介助方法について 22 

2.20 個人情報の取扱い方を理解する 24 

3.19 精神疾患について理解する 24 
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稲デイサービスセンター事業 

 

（１）通所介護事業実績 

①月別年間利用実績 

 令和 6年度 令和 5年度 対前年比較（増減） 

月 
日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

4月 26 679 26.1 25 700 28 1 △ 21 △1.9 

5月 27 693 25.7 27 764 28.3 - △ 71 △2.6 

6月 25 624 25.0 26 723 27.8 △1 △ 99 △2.8 

７月 27 684 25.3 26 655 25.2 1 29 0.1 

8月 27 605 22.4 26 654 25.2 1 △ 49 △2.8 

9月 25 595 23.8 26 685 26.4 △1 △ 90 △2.6 

10月 27 657 24.3 26 689 26.5 1 △ 32 △2.2 

11月 26 641 24.7 26 691 26.5 - △ 50 △1.8 

12月 24 565 23.5 24 641 26.7 - △ 76 △3.2 

1月 24 524 21.8 24 647 26.9 - △123 △5.1 

2月 24 526 21.9 25 638 25.5 △1 △112 △3.6 

3月 26 582 22.4 26 688 26.4 - △106 △4.0 

上半期 157 3,880 24.7 156 4,181 26.8 1 △301 △2.1 

下半期 151 3,495 23.1 151 3,994 26.4 - △499 △3.3 

年間計 308 7,375 23.9 307 8,175 26.6 1 △331 △2.7 

 

②介護度別年間登録利用者（延べ人数・パーセンテージ） 

 
総合 

事業 

介護 

相当 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
合計 

令和 

6年度 

人数 

(名) 
328 41 471 126 83 19 2 1,070 

比率 

(％) 
30.6 3.8 44.0 11.8 7.8 1.8 0.2 100 

令和 

5年度 

人数 

(名) 
362 25 502 151 86 19 12 1,157 

比率 

(％) 
31.3 2.2 43.4 13.1 7.4 1.6 1.0 100 

 

 

 

１6 稲デイサービスセンター事業サービス区分 
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（２） 市民・地域に開かれた事業展開 

①日課・行事ボランティアのデイ参加 

令和6年度 令和5年度 

参加者205名（個人27名、団体46グループ） 参加者149名（個人18名、団体21グループ） 

 

②市役所研修受け入れ 

令和6年度 令和5年度 

受け入れ人数 7名（15日） 受け入れ人数 5名（9日） 

 

③作業療法士実習生の受け入れ 

期間 人数(名) 

6. 8.25～ 8.30 1 

 

（３）研修の開催、参加状況 

①施設外研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 6. 4 食中毒予防対策講習会 府社協 1 

6.21 面接相談援助技術基礎講座 府社協 1 

7～11月 高齢者施設感染症対策リーダー養成研修（全 6回） 市高齢福祉室 1 

10.16 

11.13 
機能的口腔ケア講習 市歯科医師会 1 

11.18 感染対策研修 府看護協会 1 

 

②施設内研修 

ジョブメドレーアカデミーを導入して研修を実施 

年月 名称・テーマ 参加者(名) 

6. 5 認知症及び認知症ケアに関する研修 13 

6 虐待について 13 

7 プライバシー保護について 13 

8 腰への負担が少ない移乗介助 13 

9 事故発生又は再発防止に関する研修 13 

10 ヒヤリハット研修 13 

11 緊急時の対応に関する研修 13 

12 感染症に関する研修 13 

7. 1 倫理及び法令厳守に関する研修 13 

2 非常災害時の対応に関する研修 13 

3 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修 13 

 

74



6年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 2,529 2,447 2,470 2,753 2,782 2,633 2,744 2,507 2,656 2,535 2,411 2,761 31,228

短期入所 155 146 158 149 170 135 156 193 125 138 175 150 1,850

計 2,684 2,593 2,628 2,902 2,952 2,768 2,900 2,700 2,781 2,673 2,586 2,911 33,078

1日平均 89.5 83.6 87.6 93.6 95.2 92.3 93.5 90.0 89.7 86.2 89.2 93.9 90.4

5年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 2,278 2,306 2,139 2,220 2,208 2,367 2,313 2,066 2,284 2,475 2,455 2,705 27,816

短期入所 184 218 189 166 229 243 190 194 226 193 164 178 2,374

計 2,462 2,524 2,328 2,386 2,437 2,610 2,503 2,260 2,510 2,668 2,619 2,883 30,190

1日平均 82.1 81.4 77.6 77.0 78.6 87.0 80.7 75.3 81.0 86.1 93.5 93.0 82.7

対前年度増減 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 251 141 331 533 574 266 431 441 372 60 △ 44 56 3,412

短期入所 △ 29 △ 72 △ 31 △ 17 △ 59 △ 108 △ 34 △ 1 △ 101 △ 55 11 △ 28 △524

計 222 69 300 516 515 158 397 440 271 5 △ 33 28 2,888

1日平均 7.4 2.2 10.0 16.6 16.6 5.3 12.8 14.7 8.7 0.2 △4.4 0.9 7.6

(単位：名）

(単位：名）

１７～２０  介護老人保健施設事業サービス区分

箕面市立介護老人保健施設運営事業

（１）介護老人保健施設サービス、短期入所サービスの実績(月間延べ利用者、１日平均入所者)

［施設入所利用定員（短期入所含む）：100名］

(単位：名）

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

名

月

のべ入所者数（前年度との比較）

■R6▲R5
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（２）介護度別　施設利用者数（実人数、市内･市外別）

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

1 14 1 11 1  12 2  11 2  10 1  11 1  11 1  12  2   12  2  

2 17 9  15 9  13 9  16 8  18 5  16 5  16 5  18  4   15  4  

3 17 3  16 3  16 3  16 4  17 5  18 4  20 4  18  5   18  5  

4 22 5  18 3  22 2  23 3  23 4  23 4  22 4  24  5   24  3  

5 8  2  11 2  10 4  11 5  12 5  13 4  10 3  9  3   9   3  

計 78 20 71 18 73 20 77 22 80 0 81 18 79 17 81 19 78 17

要支援 1 - - - - - - - 1  - - - - - -  -  1   - 

1 4  - 5  - 7  - 5  - 3  - 5  - 4  - 2  1   5   - 

2 3  1  5  - 6  - 9  - 10 - 5  - 5  - 3  -  4   2  

3 4  - 4  - 3  - 3  - 5  - 5  - 7  - 3  -  3   1  

4 4  - 5  - 6  - 2  - 2  - 4  - 4  - 5  -  2   - 

5 8  1  5  - 5  1  5  1  5  1  6  1  9  - 6  1   5   - 

計 24 2 24 0 27 1 24 1 26 1 25 1 29 0 19 2 20 3

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 計 市内 市外 計

1 12 1  14 1  14 1  144 16 160 164 13 177

2 13 1  19 3  19 3  195 65 260 157 53 210

3 14 - 19 3  21 3  210 42 252 226 39 265

4 14 - 20 4  21 3  256 40 296 198 61 259

5 24 3  10 3  11 3  138 40 178 119 35 154

計 77 5 82 14 86 13 943 203 1,146 864 201 1,065

要支援 - - 1  - 1 - 5  - 5 4 - 4

1 27 4  5  - 4  - 76 5 81 68 4 72

2 3  1  8  - 6  1  67 5 72 80 3 83

3 6  1  2  - 4  - 49 2 51 89 1 90

4 9  1  7  - 5  - 55 1 56 69 3 72

5 2  - 6  1  7  - 69 7 76 84 15 99

計 47 7 29 1 27 1 321 20 341 394 26 420

（３）月末在所者数（男女別）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

26 30 25 28 28 28 29 28 27 29 32 29

60 56 63 66 67 65 63 64 59 62 64 62

86 86 88 94 95 93 92 92 86 91 96 91

上記、サービス種別毎の内訳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 25 27 24 27 25 27 25 25 24 27 27 27

女性 56 53 59 63 64 62 59 62 56 59 63 59

計 81 80 83 90 89 89 84 87 80 86 90 86

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 1  3  1  1  3  1  4  3  3  2  5  2  

女性 4 3  4  3  3  3  4  2  3  3  1  3  

計 5 6 5 4 6 4 8 5 6 5 6 5

短期
入所

平均 比率(%)

2.4 44.6

3.0 55.4

5.4 100.0

計 90.8 100.0

施設
入所

平均 比率(%)

25.8 30.2

59.6 69.8

85.4 100.0

男性 28.3 31.1

女性 62.6 68.9

23.6%

100.0% 100.0%

平均 比率(%)

24.3%

15.5% 14.5%

（単位：名）

短
期
入
所

1.5% 1.0%

23.8% 17.1%

21.1% 19.8%

15.0% 21.4%

16.4% 17.1%

22.3%

施
設
入
所

短
期
入
所

施
設
入
所

14.0% 16.6%

22.7% 19.7%

22.0%

100.0% 100.0%

年間計 前年度

構成比 構成比

24.9%

25.8%

種別 要介護度
1月 2月 3月

（単位：名）

種別 要介護度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

76



（４）入所経路及び退所先

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 比率(%)

家　　庭 2   4   6   9   6   6   3   7   3   7   7   5   65 40.6

医療機関 9   9   8   8   5   5   4   12  10  12  6   4   92 57.5

介護施設 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  1  1 0.6

そ の 他 -  -  -  1  -  -  -  1  -  -  -  -  2 1.3

計 11 13 14 18 11 11 7 20 13 19 13 10 160 100.0

家　　庭 6   4   5   3   5   4   5   5   5   5   4   9   60 37.0

医療機関 6   8   3   4   4   4   3   10  15  4   4   3  68 42.0

介護施設 2   -  -  -  1   -  2   1   -  3   -  -  9 5.6

死　　亡 1   -  -  1   1   1   1   -  -  -  -  -  5 3.1

そ の 他 4   1   3   4   -  2   2   -  -  2   -  2   20 12.3

計 19 13 11 12 11 11 13 16 20 14 8 14 162 100.0

△ 8 0 3 6 0 0 △ 6 4 △ 7 5 5 △ 4 △ 2

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 比率(%)

家　　庭 7   5   11  11  13  6   8   8   5   9   9   8   100 53.5

医療機関 6   7   9   7   3   10  4   8   6   6   5   6   77 41.2

介護施設 -  -  -  -  -  1  -  -  -  -  -  -  1 0.5

そ の 他 2  1  -  -  1  2  -  1  -  2   -  -  9 4.8

計 15 13 20 18 17 19 12 17 11 17 14 14 187 100.0

家　　庭 6   8   6   10  4   7   11  7   3   3   5   6   76 43.2

医療機関 4   4   7   8   7   2   7   4   4   1   7   3  58 33.0

介護施設 3   3   3   -  -  -  4   -  1   2   -  2  18 10.2

死　　亡 1   -  1   -  1   -  -  1   -  -  3   -  7 4.0

そ の 他 3   1   4   2   1   4   1   -  -  1   -  -  17 9.7

計 17 16 21 20 13 13 23 12 8 7 15 11 176 100.0

△ 2 △ 3 △ 1 △ 2 4 6 △ 11 5 3 10 △ 1 3 11

入
所
者
数

退
所
者
数

差引

6年度

入
所
者
数

退
所
者
数

差引

※「その他」特別養護老人ホームと介護老人保健施設以外

5年度
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①月間実人数、延利用者数、１日平均

6年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 26 27 25 27 27 25 27 26 25 25 24 26 310

実人数 87 86 81 79 72 69 66 75 76 76 74 76 917

延利用者 653 659 599 605 547 518 576 569 572 572 548 595 7,013

1日平均 25.1 24.4 24.0 22.4 20.3 20.7 21.3 21.9 22.9 22.9 22.8 22.9 22.6

5年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 25 27 26 26 26 26 26 26 26 25 25 26 310

実人数 89 88 94 99 97 91 95 95 94 88 86 89 1,105

延利用者 672 739 698 736 688 698 707 733 700 622 633 659 8,285

1日平均 26.9 27.4 26.8 28.3 26.5 26.8 27.2 28.2 26.9 24.9 25.3 25.3 26.7

対前年度増減 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 1 0 △ 1 1 1 △ 1 1 0 △ 1 0 △ 1 0 0

延利用者 △19 △80 △99 △131 △141 △180 △131 △164 △128 △50 △85 △64 △1,272

1日平均 △1.8 △3.0 △2.9 △5.9 △6.2 △6.1 △5.9 △6.3 △4.0 △2.0 △2.5 △2.5 △4.1

（５）通所リハビリテーション利用者数

［通所リハビリテーション利用定員：４０名］

(単位：名）

②要介護別年間利用者数 （単位：名）

6年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 0 68 250 242 141 111 105 917

延利用者 0 441 1,976 1,850 1,044 1,042 660 7,013

5年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 12 68 268 299 175 171 112 1,105

延利用者 47 468 1,799 2,436 1,210 1,690 635 8,285

対前年度増減 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 △ 12 0 △ 18 △ 57 △ 34 △ 60 △ 7 △ 188

延利用者 △ 47 △ 27 177 △ 586 △ 166 △ 648 25 △ 1,272

③男女別年間利用者数 （単位：名）

6年度 男 女 5年度 男 女 対前年度増減 男 女

実人数 477 440 実人数 555 550 実人数 △ 78 △ 110

延利用者 3,534 3,479 延利用者 4,000 4,285 延利用者 △ 466 △ 806
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（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

22 23 20 23 22 21 23 21 21 20 20 21 257

11 10 12 12 11 10 10 10 10 9 9 7 121

109 111 97 110 86 75 86 71 62 64 59 47 972.5

4.9 4.8 4.8 4.8 3.9 3.5 3.7 3.4 3.0 3.2 2.9 2.2 3.8

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

20 20 22 20 22 20 21 20 20 20 21 21 247

6 6 7 8 8 7 8 8 8 9 9 10 94

53 49 54 42 46 56 70 82 76 74 77 79 754.5

2.7 2.4 2.4 2.1 2.1 2.8 3.3 4.1 3.8 3.7 3.6 3.8 3.1

 （７）特別なケアを必要とする利用者数（実人数）

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 胃　瘻 1 1 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 8

短期入所 胃　瘻 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 8

2 1 0 2 2 3 1 1 1 1 1 1 16

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 胃　瘻 2 2 2 5 4 4 3 3 3 4 2 1 35

短期入所 胃　瘻 3 2 2 2 1 1 1 0 1 1 0 1 15

5 4 4 7 5 5 4 3 4 5 2 2 50

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

胃　瘻 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

気管切開 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

胃　瘻 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 40

気管切開 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 6 64

計

5年度

通所リハ

計

6年度

計

5年度

計

6年度

通所リハ

1日平均

（６）訪問リハビリテーション利用者数

［訪問リハビリテーション利用定員：５名］

6年度

日数

実人数

延利用者

1日平均

5年度

日数

実人数

延利用者
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（８）年間実施行事

月 月

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

（９）ボランティアグループ受入状況

【定期活動】

　(*)パソコン教室は令和7年1月以降は週1回(火)

・ボランティア交流会の実施　令和7年3月14日　3団体参加

【単発の出演等】

（１０）家族・職員交流会

【実施期間】令和6年8月15日～9月30日

【利用者アンケート】
【配布方法】アンケート発送時点で入所・通所の利用者に配布
【配布数及び回答数】入所　　99人　　回答　　44人　（回収率　44.4％）
　　　　　　　　　　通所　　68人　　回答　　36人　（回収率　52.9％）
                    全体   167人    回答　　80人  （回収率　47.9％）

【家族アンケート】
【配布方法】アンケート発送時点で入所利用の家族へ配布
【配布数及び回答数】入所　　99人　　回答　　55人　（回収率　55.6％）

傾聴の会みのお 利用者のお話しの傾聴 月1回(第3金)

　日本舞踊（隆盛流）、銀河鉄道（コーラス）、フラメンコ

　　交流会は本年度も中止とし、アンケートのみを実施した。

　　今回より、紙以外にGoogleフォームでの回答も可能にした。

シンフォニー 縫い物 週1回(金)

アフタースクールぴあにしも
（発達障害・自閉症児童の放
課後等デイサービス）

子どもたちによる歌や踊り
3～4ヶ月に
1回

讃美歌サークル 讃美歌や童謡などの歌唱 月1回(第1木)

敬老会 春を感じる　雛飾り、抹茶とおやつ

グループ名 内容 活動日

パソコン教室(*) パソコンやスマホ操作や作品作りなど 週2回(火･水)

箕面市赤十字奉仕団
女性部

喫茶ボランティア（入所フロア、通所リハ）週1回(順番)

ビューティーケア（手のマッサージ） 3カ月に1回

梅雨にちなんだ飾り　てるてる坊主 クリスマス会　ハンドベル演奏

七夕の飾りつけ 絵馬づくり、食事レク（うどん）

すいか割り 節分　鬼の飾りつけ写真撮影

行事内容 行事内容

お花見　市立病院ロータリーの桜鑑賞 秋祭り　盆踊り・ゲーム

鯉のぼり、母の日カーネーション飾り 文化祭　利用者の作品展示
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（１１）看護、介護等学生実習生の受入 

＜受け入れた学校＞ 

年月日 学校名 実習内容 人数(名) 

6. 4.15 ～3日間 

大阪保健福祉専門学校 

 看護学科 3年生 

在宅看護 6 

  5.13 ～3日間 在宅看護 4 

  9.16 ～3日間 在宅看護 5 

 10.20 ～3日間 在宅看護 5 

 11. 4 ～3日間 在宅看護 4 

5. 3 ～2日間 大阪保健福祉専門学校 

 看護学科 1年生 

老年介護 8 

  6. 5 ～2日間 老年介護 8 

5.13 ～5日間 大阪学院大学 教員免許取得希望介護体験 2 

  5.27 ～5日間 大阪学院大学 教員免許取得希望介護体験 1 

  6.20 ～5日間 大阪学院大学 教員免許取得希望介護体験 2 

 11.11 ～5日間 関西大学 教員免許取得希望介護体験 2 

 11.18 ～5日間 関西大学 教員免許取得希望介護体験 2 

 11.25 ～5日間 関西大学 教員免許取得希望介護体験 2 

7. 3. 4 ～5日間 関西大学 教員免許取得希望介護体験 2 

3.11 ～5日間 関西大学 教員免許取得希望介護体験 1 

 

（１２）福祉・介護体験等 

  箕面市の新規採用職員や新任監督職の研修を受け入れた。 

年月日 依頼先 実習内容 人数(名) 

6. 4.15 ～3日間 

箕面市 

新規採用職員研修（福祉体験） 2 

  4.22 ～3日間 新規採用職員研修（福祉体験） 2 

  5.13 ～3日間 新規採用職員研修（福祉体験） 2 

  5.20 ～3日間 新任監督者（福祉体験研修） 2 

  6. 3 ～3日間 新任監督者（福祉体験研修） 2 

  6.10 ～3日間 新任監督者（福祉体験研修） 2 

 

（１３）研修の開催、参加状況 

①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 5. 7 
能登半島地震派遣 

DWAT派遣チーム員の意見交換 
府災害派遣福祉チーム 1 

7. 1 
介護老人保健施設 

リスクマネージャ資格 
大阪介護老人保健施設協会 1 

7.22 安全運転管理者講習会 府公安委員会 1 
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7.24 介護リーダー向け研修 大阪介護老人保健施設協会 1 

11. 6 認知症介護実践リーダー研修 大阪介護老人保健施設協会 1 

11.14 全老健大会（岐阜県）リハビリ発表 全国老人保健施設協会 2 

11.18 介護職を対象とした感染対策研修会 府看護協会 1 

11.27 大阪 DWATステップアップ研修 府災害派遣福祉チーム 1 

12.28 介護職を対象とした感染対策研修会 府看護協会 1 

12.20 高齢者施設感染リーダー研修 市立病院 3 

7. 1. 9 認知症チームケア推進研修 府高齢介護室 1 

1.14 
池田保健所管内 院内・施設内感染

対策ネットワーク合同会議 
池田保健所 1 

1.19 
第 24回大老協懇話会 

（事例発表会） 
大阪介護老人保健施設協会 1 

1.22 高齢者虐待防止研修 府高齢介護室 1 

2.20 リハビリ関係研修会 大阪介護老人保健施設協会 1 

3. 7 看護に必要な感染対策の基礎知識 奈良看護協会 1 

3. 7 
第 25回大老協懇話会 

（事例発表会） 
大阪介護老人保健施設協会 2 

 

②内部研修（避難訓練含む） 

各委員会が主催して施設内感染状況により、座学研修と資料回覧による研修を実施した。欠

席者へは後日資料回覧し研修振り返りアンケートを実施した。 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

6. 6.19 個人情報について 教育委員会 90 

8.14 事故防止① リスクの説明 安全・事故委員会 93 

8.28 
褥瘡 ベッド上での褥瘡予防 

嚥下 高齢者の食事と嚥下について 
褥瘡・嚥下委員会 95 

8.28 
感染①研修 BCP（PPE着脱の訓練） 

【BCP（感染症）訓練】 
感染対策委員会 94 

9.11 虐待防止①・人権擁護 苦情対策委員会 96 

9.25 感染②対策 BCP【BCP（感染症）訓練】 感染対策委員会 92 

10. 9 
虐待防止② スピーチロックは身体拘束か虐

待か 虐待・身体拘束について理解を深める 
苦情対策委員会 92 

10.16 
安全研修 BCP 自然災害の訓練・研修 

【BCP（自然災害）訓練】 
安全・事故委員会 95 

10.30 エンゼルケアについて 看取り委員会 92 

11.13 
認知症ケアについて 

箕面市立病院 認知症認定看護師 岡山氏 
認知症ケア委員会 89 
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11.27 避難訓練①（夜間想定・火災） 安全・事故委員会 91 

12.11 
冬季感染症について 

新型コロナウイルスとインフルエンザ 
感染対策委員会 92 

12.18 
感情のコントロール 

「怒り」のメカニズムと解消方法 
苦情対策委員会 98 

7. 1.15 
避難訓練② 災害時の報告・避難誘導 

被災・負傷者状況、応援体制 

安全事故防止委員

会 
92 

1.29 虐待防止③ 虐待防止について 苦情対策委員会 91 

2.12 
心肺蘇生の体験 

講師：箕面消防職員 3名 
教育委員会 90 

※介護老人保健施設では、施設内処遇向上を目指し様々な委員会ならびにチームを設置してい

る。委員会は介護老人保健施設委員会要領に基づき、チームは必要に応じて設置。 

 

（１４）地域向け交流事業 

年月日 内容 場所 参加者(名) 

6. 9.21 
市民講座「知っておきたい認知症予防！」 

講師：施設作業療法士 
相談室 8 

11.21 
福祉教育「車いす体験」 

アサンプション国際中学校 

アサンプション

中学校 
55 

11.27 
市民講座「フレイル予防講座」 

講師：施設介護職員 
相談室 7 

7. 1.27 
福祉教育「高齢者疑似体験」 

第六中学校 1年生 
第六中学校 164 

2.14 
福祉教育「高齢者疑似体験」 

第五中学校 1年生 
第五中学校 165 

 

（１５）新型コロナウイルスの入所利用者感染状況 

年月 入所利用者の感染状況 備考 

6. 5月 
クラスター発生（17日間） 

陽性者 20名（うち 3名入院） 
職員陽性者 5名 

  7月 
クラスター発生（13日間） 

陽性者 7名（うち 2名入院） 
職員陽性者 5名 

12月 
クラスター発生（21日間） 

陽性者 27名（うち 11名入院） 
職員陽性者 6名 
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（１６）箕面老健通信の発行 

 箕面老健通信を年４回（５月、７月、１１月、１月）発行し、利用者や家族、関係者へ配布した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１７）介護ロボットの導入 

  ・見守りセンサー １０台（２階、３階） 

  ・インカム（フロア看護、フロア介護、リハビリ） 

  ・Ｗｉ―Ｆｉ環境整備工事実施 
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